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<論壇>現今の水間題の諸相と学際的水研究の重要性
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現今の水問題の諸相ど

学際的水研究の重要性

おおたたけひこ

太田猯彦
東京大学大学院教授＝農学生命科学研究科

a03-3812-2111(10

近年，渇水が話魍にのぼらない年はない。今年も空悔雨の関東地方で取水制限が

始まった。この会誌が読者の手元に届くころ，琳態が深刻化していないように祈り

つつ与えられたテーマにどう答えるべきか，ない知恵を絞った。結局，最近の筆者

の経験をベースとして水の学際的研究の現状に関して二，三報告し，ノルマを果た

す努力をしてみたい⑥

水問題の現状

*渇水年:

水資源;|･山では10年に

11''l狸腫の少ない降水畷

の年をいう｡

＊＊水資源賦作段：

年降水戯一年蕪発散賊で

利川可能な水の雌大量。

わが国全休では平水年で

約.1.300"''f

＊＊＊判水淡全度：

水利川に支脈をきたさな

い限界の渇水のレベル。

平成9年は，われわれを取り巻く「水」に関連するいくつかの長期計画がスター

トする年であり，いま関係機関はそれぞれの計画策定に向けて検討を重ねていると

ころであろう。まず，平成9年春に予定されている新しい全国総合開発計画（いわ

ゆる五全総)の策定に併せて，新しい全国総合水資源計IIhi(ウォータープラン2010)

の検討が進んでいる。また，平成9年度から第9次治II｣事業五ヵ年計画，同治水事

業五ヵ年計画がスタートする。いわゆる森林資源基本計画の策定も今秋と聞く。こ

れを受けて全国森林計画も平成9年度に改訂されよう。筆者はこれらの議論のほん

の一部に参加させていただいたにすぎないが，その経験から水に関する当面の課題

を挙げてみよう。

（ｱ）年降水品は昭和40年頃からの小雨傾向が続いており,平成6年は過去100年

間の最低値を記録している。その結果,渇水年*の水資源賦存量*琴は近年次第に小さ

くなってきている。例えば，昭和31年から昭和50年の間において,10年に1lblの

割合で発生していた水資源賦存堂約3,350億m$/年は，昭和51年から平成7年の20

年間では，4年に1回以上の頻度で発生している。したがって，近年の渇水の頻発

にみられるように,従来の計画に比して利水安全度***の低下した地域が出現してい

ると考えられる。

（ｲ）平成6年の異常渇水や平成7年の阪神･淡路大震災の経験を経て,｢水の危機」

への対策の必要性が強く意識されるようになった。

㈲河川改修や洪水調節ダムの建設が進み，大河川の氾濫など古典的な水害の克

服は進んでいるが，都市の発展・高度化は，都IIj機能をマヒさせる新たな水災害の

11錐技術N(〕.65319968
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発生の危険度を増加させている。

（工）近年の出生率の低下を根拠にした,西暦2010年頃をピークとして人口がマイ

ナスに転じるとする予測や，経済成長率の鈍化は，中長期的な水需要の横ばいを予

想させるが，都市と農村の一人当たり水使用戯が接近する傾向にあるなど，生活用

水の増加基調は続くものと思われる。一方では，ダムの適地の減少，雑用水利用や

海水淡水化が期待ほどでないなどの現状もある。さらに，水資源の地下水への依存

度の削減も引き続き進めていかなければならない。したがって，将来の水資源に対

する不安は容易に解消されない。

㈱河川や湖沼の水質の改善は徐々に進んではいるものの，新たにトリクロロエ

チレン，トリハロメタン等に対する膣l民の不安感，水源地域の森林への廃棄物の不

法投棄など，水質に関する関心が高まっている。さらに，おいしい水への要求はミ

ネラルウォーターの生産増，輸入増をもたらし，これは．将来水道水の水質向上に

どこまでお金をかけるべきかの議論を複雑にしている。

（幼こころの豊かさを求め，自然とのふれあいを大切にするなどの人々の価値観

の変化は，自然生態系の保全，水辺の景観の保全などへの関心をますます高めてい

る。

（ｷ）以上のような状況の中で，水源かん養機能が高く，比較的自然が保存されて

いる水源地域への期待はますます高まっている。一方，水源地域の農山村では，過

疎化，高齢化，第一次産業の停滞などにより，森林や農地の保全，持続可能な管理

が次第に困難になってきている。そこで，中山間地を含めて，いわゆる水源林基金

の設立や水源地域対策特別措置法の立法化などによる「水源地域対策」が進められ

てきた。しかしながら現状ではまだ不|-分である。

以上を森林・林業の立場で総括すれば，森林の渇水緩和機能，水質浄化機能の積

極的な発揮，森林水環境の保全などがよりいっそう求められてきている状況といえ

よう。

健全な水循環系の確立

上記のような水の諸問題の解決は，経済成長の過程で生じてきた水に関するさま

ざまなひずみを是正し，バランスのとれた持続可能な水利用システムを構築し，水

と人との良好な関係を維持・増進させることを意味するが，①水の流れは流域にお

けるかん養機能や自然の浄化機能に支えられているとともに流域における自然の生

態系を支えていること，②その流域の水循喋系は，いまや自然の循環系に加えて水

資源開発施設,.供給施設，排水処理施設などの人為的な循環系によって形成されて

いること，さらに，③循環する水の堂や質は流域における人間の生活，生産活動と

密接に結びついていることなどを考え合わせれば,"流域を基本とした健全な水循環

系の確立"，言い換えれば,“健全な水循環を成立させるような流域管理を行うこと”

がu標となろう。「健全な水禰環」とは，河川流域を中心とした水循環の場におい

て，利水と治水に対する国民の要望が洲たされ，同時に自然環境・生態系の保全に

果たす水の機能が損なわれないなど，水循環における種々のバランスと持続可能性

林業技術No.6531996．8
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が保たれた状態をいう。

ところでわが国の水行政は，治水（河川管理)，農業用水，水道用水，工業用水，

下水処理，水質規制，さらには治山（森林管理）などに対して，それぞれの所管に

おいて施策の推進が図られてきたが，ここまでの議論を総合すれば，今後の水問題

の解決に，それぞれが個別で対応できる可能性はきわめて少ないと言わざるを得な

い。水利用，土地利用，経済活動等の各分野の相互関係や地域ｲ;1I互間の連携・交流

関係，さらに，解決すべき問題と他の問題との関係等を意識しながら，流域や水を

通じて密接に関連する地域全体を見渡す視点を持って検討を進めていかなければな

らないだろう。

水循環に関する学際的研究の必要性

このように，水に|卿する諸問題を解決し健全な水循環系を確立するためには，自

然の水循環系と人為的な水循環系からなる流域の水循環系を科学的に解明・評価し，

それに基ずく合理的，有効的，かつきめ細かな水循環の管理が必要である。例えば，

新たな水資源|荊発の雌l難さ等から，需要管理や雑用水利用等も含めた合理的・効率

的な水利用の推進や,H然の浄化機能を活用し，流域の生態系を含めた環境影響に

配慮した取水・排水系統の整備・管理等が求められているが，それらは流域の水循

環に対する科学的，総合的評価なしには成立し得ない方策である。

しかしながら，水に関する学問の世界も，水行政に劣らず個別的であり，流域の

水循環の評価もそれぞれの分野が個別に行ってきた。すなわち，河川水文学，農業

水文学，森林水文学，衛生工学，陸水学，気象学等の分野はそれぞれ個別の学会の

みを持ち，相互の結びつきは緊密とは言い難かった。これでは誰もが納得する水循

環の評価は生まれないだろう。

したがって，この状態を打破する行動，すなわち，学際的な水循隙の研究の必要

性はかなり以前から諭識され，森林水文学，河川工学等の研究者および林野庁，建

設省の技術者･行政担当満が参加して1982年に設立された｢水源地森林機能研究会」

もその先がけの一つであるが，他には5年に1度の「水資源に関するシンポジウム

(日本学術会議水資源学研究連絡委員会，土木学会，日本林学会，砂防学会，水文・

水資源学会等関係約10団体共催)」と一部大学研究者間での個人レベルの共同研究

が存在したにすぎない。したがって，昭和63年の水文･水資源学会の設立は実質的

な水の学際的研究の組織化の第一歩として評価できる。

水文・水資源学会の活動

水文･水資源学会は，前述した各分野および水に関する社会科学の研究者，水文・

水資源関連行政に関わる技術者がはじめて横断的に集合した学会である。設立以来

今夏で8年を経過し，学会誌の刊行や研究発表会の開催を軸に活発な活動を続けて

いる。学会の設立当初より森林水文学研究者の活確はめざましく，たまたま筆者も

この2年間，総務委員長として学会の運営に参加した。現会長は塚本良則前東京農

工大学農学部長である。設立以来8年を経過して各分野の事情もお互いに理解でき，

林雄技術No.6531996.8
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少の紙面をいただいて，本年4月に|荊催された

嚇灘1公開シンポジウムを紹介させていただく。

叩・ひ▲単0・

能について現状での知見の整理と機能の総合評！"卿'糾録
■

価を行った。その成果は，本年4月26日に公開
本年4月に開催された公開

シンポジウム「流域の水環境における森林と水
シンポジウムのポスター

田の果たす役割一望ましい水環境の創造へ向け

て」を開催して公表した。この研究会は水文・水資源学会の設立[l的をそっくりそ

のまま実現したもので，各分野の研究者が一堂に会し，客観的立場に立って議論し，

結果を公表した。すなわち，学際的研究の見本のようなものであろう。

幸い，シンポジウムは好評で，筆者は主催者の一人としてほっとしている。研究

会後の感想としては，各分野の研究は当然のことながらその分野の事情を強く反映

しており，お互いが直ちに'00％理解し合ったというわけではないが，今後の水循

環に関する学際的研究の先鞭を付けたものと評価している。水文・水資源学会の将

来を期待せずにはおられない。

学際的研究の発展

****GEWEX=GA

ME:

世界気候研究計画WCRP

の四つの副計画の‐っで

ある。全球エネルギー

水循環研究計画(Global

Ener“『andWater‐

CycleExperiment)に
は，アマゾン川流域，ミシ

シッピー川流域，バルト

海域などを対象としたい

くつかの地域計画がある

が，アジア地域では日本

が中心となってアジアモ

ンスーンエネルギー水循

環研究観測計画(GEWE

XAsianMonsoon

Experiment)が進行して
いる雲

公の紙面を用いて筆者の関係する学会の内容を記述した無礼をお許しいただきた

い。しかし，学際的研究はこのような形ですでに軌道に乗っている。ついでにもう

一つ水に関する学際的研究を紹介しよう。

GEWEX=GAME****は，気象学者を中心に河川水文学者，森林水文学者，農業

気象学者などで組織された，アジア地域を対象とした地球気候変動解明のための学

際的国際共同研究で，長期的広域的気象・水文観測研究を柱としている。すでに現

地観測班はシベリア，中国（華北平原)，チベット，タイなどに展開されているが，

それぞれのチームでの森林水文研究者の活蹄はまことにめざましい。

森林科学に範囲を広げれば，大学内組織である共同研究センター（例えば，東京

大学アジア生物資源環境研究センター）で行われる研究や文部省支援のプロジェク

ト研究（例えば91GBP)など，いくつかの学際的国際共同研究がスタートしてい

る。さらに，科学技術庁をはじめとする官庁支援の多くの学際的研究も実施されて

おり,1980年代には考えられなかった状況を呈している。

休業技術N()6331996.8
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おわりに

一一一

当然のことではあるが，研究が自分たちの分野の中のみで閉じていては，理屈は

ともかく通常は通用しない。関連分野や海外との接触が学問の発展にとって不可欠

なことも自明である。かつて森林科学はその点で多少臆病であったと思う。何より

も筆者自身がそうであった。しかし，森林水文学の若い研究者の中には，水文・水

資源学会が自分のふるさとだと感じる世代が育っている。彼らにとって他分野の研

究者という概念は存在しない。したがって，そういう研究者は「学際的研究の亜要

性」などという文章は書かないであろう。彼らが推進する森林水文学の新しい展開

が予感できる。

GEWEX=GAMEの研究は域初に述べた水問題(ｱ)とつながっている｡地球隙境時

代の水問題の解決には，学際的国際共|可研究は不可欠である。森林水文学の若い研

究者にとって，フィールドに国内，国外の区別はない。森林科学の他の分野も同様

であろうが，彼らの舞台は地球全休である。その成果は国内の水問題の解決にも役

立つものと信じている。

【参考資料】

水資源基本問題研究会資料（1996年7月）

水資源基本問題研究会報告書（1994年7月）

＜完＞

休梁技術N(》.(渦31996．8
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魚研妻彗蝶襄鰡撫房勤菫読無兇縦震襯議も多様なデータの蓄積に加え最近のコンピュータ技術の進歩により，急速にそのー

幅・姿が解き明かされつつあります｡また最近の研究は,観測･デーﾀ収集処理解
垂 析に止まらず予測・モデル化までが行われるようになり，社会との結びつきがよ

窪田コメンターリ高いものとなってきました。
本号では，こうした研究成果をもとに森林に降った雨水の行方を追いかけ，森林の介在が水
資源のかん養・水土保全にどのように関与しているのかを紐解いていきます。シンプルなグラ
フ空間にはどんな森林の働きが秘められているのでしょうか，お楽しみに.／

＊褐戦した図版は，編集上，和文表記とし，原図をトレースしたものもあります。また原図にない注
記や網かけなどをしています。本文II1の飛要附語は,18ページで解説しています。

1森林の持つ洪水緩和機能

良好な森林に覆われた流域で

は，裸地化された流域に比べ洪

水流出が小さく無降雨時にも安

定した流出を示すという平準化

作用2)が働く。図①は,滋賀県南
東部の花崗岩山地において隣接

する森林斜面と裸地化されて森

林土壌のない斜面からの降雨時

の流出を測定・比較したもので

ある。縦座標軸の流出量が対数

で表示されていることに注意し

てほしい。裸地斜面では降雨に

敏感に反応して流出量の立ち上

がりが早く，降雨が終了すると

流量の減少もはやい。ピーク流

出量3)が大きく，森林斜面の10

倍にも達している。この期間の

降雨に対する流出量の割合(流

出率)も大きい。
＊＊＊

この洪水緩和機能を含む平準

化作用は森林が存在することに

よって形成される保水性･透水

図①裸地と林地の流出八イドログラフ"の違い（福嶌，1977）
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性‘)に優れた森林土壌によって区

もたらされる。図eは，この機
能を模式的に表したものである。

森林土壌は森林の働きによって

形成された幅広い間隙分布を持

つため、降雨時には地表流出を

生じることなく雨水を速やかに

浸透させて、土壌内に一時的に

貯留し，時間をかけてゆっくり

と流出させる。地表撹乱によっ

て森林土壌が消失してしまうと，
降雨が強い場合は雨水が地中に

浸透できず，地表流5)となって

直ちに河道に達して洪水流出と

なる割合が大きくなる。また雨

水を貯留する能力に乏しいため，

降雨終了後の流量の低下が著し

くなる。このように平準化作用

は森林土壌の働きによるため，

たとえば森林を伐採しても地表

が撹乱されずに保全され，その

後森林が再生されれば，その機厘
能を失うことはない。
＊＊＊

裸地化と同様の影響を持つも

のに，開発による都市化がある。

宅地化等の開発行為による流出‘
への影響には，①建物や舗装さ量
れた道路など雨水がしみ込むこ學

漁熱蕊謹震霊,:，
表土のはく離や転圧，⑧河川へZ50

の雨水配水施設の設置等があり，

洪水到達時間の短縮，ピーク流Z.00
出量の増加，流出率の増加を招1．50
く。図⑧は，開発前後でほぼ同

じ規模の降雨があった場合の流100

出塁を比較したものである。二0．50
つのグラフは一見同じように見

えるが，グラフの縦座標軸値が0“
異なることに注意して欲しい。

ピーク流出量で比較すると約6

倍の差がある。

2．森林伐採による流出量の変化

森林は平準化作用を持つが，

森林の有無による総流出量はど

う違うのだろうか？この問いに

答えるために，森林に覆われた

流域を伐採した場合の流出量蛮

化に関しては過去から様々な研

究が行われてきた。

裸地斜面と森林斜面の雨水流出と八イドログラフの模式図（塚本，1994）図e

裸地斜面

〔雨水配分〕
〃

森林斜面

〔雨水配分〕
〃

壌

｣し
〔ハイドログラフ〕流

量

流
量

時間 時間

’降雨強度，j：浸透能，応:表面流量,4S:土壌貯留量，
恥：深部浸透盤(地下水流出量),Rf;側方流量．

図⑧ 都市化に伴う流出八イドログラフの変化（虫明他，1987）
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図④は世界各地で行われた森

林の変化が流出垂にもたらす影

響をとりまとめたものである。

ここでは94カ所での試験成果

が整理されており，主として対

照流域法6)による結果である。

両グラフとも縦軸は伐採後の年

流出量の増加を示し,(A)は横

軸を植生の減少割合(面積率)で，
(B)は横軸を年間降水量で，示
している。(A)から明らかなよ

うに，森林(植生面積率)の減少

に伴い年流出量は増加し，ほぼ

減少の割合に比例することがわ

休業技術N《)6531996．8
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図④-A
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伐採に伴う年流出壁の増加(B()schandHewlett,1982):植生減少率
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流出量の対数表示：流域からの流出震は，降雨があったときの洪水時と無降雨時では大きく異なり，10倍から

100倍の差があることも珍しくない｡従って流出量を通常のグラフで書くと,流出量の小さ
い無降雨時の変化や差がわかりにくい。このためハイドログラフや流況曲線では，通常の
グラフとともに流出霞の対数をとって表示することが多い。対数表示のグラフでは，流出
量の小さい部分の変化や違いがよくわかる。
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図⑤山火事による森林消失に伴う年損失量の変化（鈴木．1983） 森林総合研究所竜ノロ山試

験地における山火事が年流

出量に与える影響

山火事後，南谷の流出が増

加し，損失量が数年間減少

した。
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図⑥皆伐後の流出墨の経年変化(Swanket.a1..1987)

０
２
４

４
句
』
２

かる･また(B)からは,年流出量

の増加がほぼ降水量に比例する

ことがわかる。
＊＊＊

図⑤は，1937年から41年間

に及ぶ森林総合研究所竜ノロ山

試験地（岡山県）の観測結果で

ある。南谷，北谷と2つの谷の

流出量が測定されているが，そ

の年損失量（ほぼ蒸発散量と考

えてよい）の差を示している。

1959年に南谷でおきた山火事

のため一時的に樹木が消失した。

このため南谷の流出量が増加し

損失量が減少し，その後の植生

回復に伴い数年間で元の流出量

に戻ることがわかる。また図e

は，アメリカでの測定例で，同

じように2つの流域のうちの1

つを皆伐すると流出量が増加し，

植生の回復に伴って元の値に戻

って行くことがわかる。そこで

さらに2回目の伐採を行うと，

前回よりも早く元に戻るという

動きが見られる。

3森林と地球環境

流域の森林を伐採すると蒸発

散量が減少し，流出量が増える

ことを示したが，伐採がたとえ

ばアマゾン地域といった広域の

大陸スケールで行われると何が

起こるのだろうか？広域の場合

には何か特別なことが起きはし

ないのだろうか？こうした地球

第1期皆伐後の流量増加-I

1940年に広葉樹

壮齢林を皆伐しそ

のまま放置したと

きの流出量の変化

(第1期皆伐)と同

一流域に再生林が

形成された23年

後の1963年に再

度皆伐したときの

年流出量の変化

[アメリカCowe.
eta試験地］

６
８
０
０
２
４
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４
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句
』
７
全

伐
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の
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HIn’
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第2期皆伐後の流量増加

I

第1期皆伐時の線扇

６
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１
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1IIm｜’
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規模の問題には，森林といった

地表面の状態と大気との関わり

合いを十分考える必要がある。

むろん地球規模の現象に対して

は，実際に試験はできないので，

数値モデルを用いたコンピュー

タ･シミュレーションを行う必

要がある。ここで紹介する例は，

アマゾン地域の植生変化の影響

を，地球全体を水平方向に約

120kmの格子に分割し，鉛直方

向には大気を21層に分けた水

とエネルギーの循環を計算する

数値モデル(GCM7)と一般に

は呼ばれる)を用いて予測を行

ったものである。
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この数値実験では，アマゾン

地域の熱帯林を全部伐採し，劣

化した牧草地に変えた場合を計

算している。図⑦は，その変化

のシナリオを模式的に示してい

る｡ここでは,高さ約35mの森

林を牧草地に変えたほか，土壌

の透水性や葉面積，根の深さを

変えている。表①はこの実験に

よる雨重と蒸発散量を示してい

る。実験結果によれば，蒸発散
量は減少し，気温が上昇すると

ともに，降雨量が蒸発散量の減

少以上に減少する結果となった。

すなわち流出量も減少する結果

となったのである。これは，ア

マゾンのような広域になると，

森林の減少によって，従来森林

からの蒸発散量によって生じる

降雨鬘そのものが減少している

ためである。これは降雨量が変

わり，再び森林を再生しようと

してももはや熱帯林には戻らな

いという不可逆的な変化が起き

る可能性を示している。

4．森林の水源かん養機能

森林は，洪水流出を減少させ，

雨水を－時的に土壌に貯えてゆ

っくりと時間をかけて流出させ

る流量の平準化作用を持つが，

一方で森林の存在は総流出量を

減少させる。ではいわゆる森林

の水源かん養機能はどう考えた

らよいのだろうか？ここでは，

森林の水源かん養機能を流況曲

線により解析した例を示す。流

況曲線とは，1年間の日流出量

を大きい方からl1慣に並べ，縦軸

に流出量，横軸に日数をとって

表示したものである。図⑧に模

式図を示す。図⑧の中で,qの
線は日平均流出量で，流出量が

完全に平準化された場合を示す

と考えることができる。rは降

水量の日平均値で，この両者の

差額が蒸発散量を示す。流域で

の水需要舅q(･があるとすると，

W"の部分が水不足量となる。
＊＊＊

図◎は，隣接する森林流域と
ゴルフ場流域での観測結果を流

図⑦アマゾンの森林破壊数値実験のシナリオ(Nobre,etal.,1991)
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訓
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a b

アマゾン熱帯林（現状） 伐採→劣化した牧草地（処理後）

表①数値実験による水収支の変化の予測(Nobre,et.a1.1991)

4～6月の合計

（剛）
年単位（ⅢⅢ/年）

雨量 蒸発散fr引 雨璽 蒸発散量

現況

伐採後

伐採前後の変化

2464

1821

-643

1657

1161

-496

430

208

-22？

417

229

-188
アマゾン熱帯雨林を放牧地
に蛮えた場合。図⑦を参照

図⑧流況曲線の模式図(鈴木,1988）

1年間の日流出量を大きい方から並べ

qcの流出量を利用しようとするとき，
の部分が水不足となる。

dは日平均流出量で完全に平準化さ

の流出量,rは日平均雨量,蒸発散がな

使える水量の上限。

たもの。
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図⑩

1．0

水利用率と水不足率（鈴木，1988）図e 森林,ゴルフ場,コンクリート被覆の流況曲
線の比較（鈴木，1988）
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白数 α＝1.0は，降った雨をすべて使いき

ったときの指標値。

とがわかる。ただし，水利用水

準を上げると森林といえども水

不足が発生する。

このように流況曲線の解析か

ら，蒸発散量の多さにも関わら

ず森林流域の水源かん養機能が

明確にあることが示される。ま

た水利用率が低い場合には森林

の平準化機能により水不足が発

生せず，低コストでの水源かん

養機能が期待できる。しかし水

利用率が高くなると，貯水ダム

など高コストの貯水システムが

必要となる。

況曲線で示したものである。な作用があることがわかる。

お流域がすべてコンクリートで：I：＊＊

覆われた(または森林土壌が消図⑩は，どのような水需要舅

失し，土壌の貯水機能が完全にがあったときに，どの程度水不

失われた流域)と考えると,蒸発足量が発生するかを同じデータ

散量は0で，流出量は降水量にを用いて調べたものである。こ

等しい。したがって，降水量のこで横軸は年降水量に対する水

曲線は，コンクリート被覆の流需要星の割合(水利用水準)を示

域と考えることができる。図⑨す。森林流域の年流出量は，蒸
によればゴルフ場やコンクリー発散量が多いため，ゴルフ場流

卜被覆流域(降水量)に比べて，域やコンクリート被覆流域に比
森林流域からの流出は，流出量べて少ないが,降水量の10％程

の大きな日数が少なく，流出量度(水利用水準0.1)を使おうと

が比較的小さな日数が長く続く，するとほとんど水不足が発生せ

なだらかな曲線を示し，平準化ず，平準化作用が効果があるこ

5．植生回復に伴う流出量の変化

森林の持つ水源かん養機能は，成したものである。これらの流

良好な森林とそれによって形成域では,1930年頃には裸地を含

される森林土壌によるが，これんで極めて貧弱な植生であった

が長期間にどのように変わるのものが，徐々に回復してきてい

か，すなわち植生回復によってる。これによれば，1930年代に

どのように変化するかを調べた比べて1970年代は，36日目か

ものが図⑪である。図⑪は，東ら216日目くらいまでの流出量
京大学愛知演習林内にある2流が増加していることがわかる。

域における'930年から1990年図⑫は，さらに10年移動平均
までのデータから流況曲線を作で、各年の流出量の多い方から

1日目，35日目といった特定の

日の流出量の長期的な変化を示

したものである。この図からも

36日から216日くらいまでの

流出量の増加があることがわか

る｡しかしながら,流出量の小さ

くなるいわゆる渇水時について

は余り変化がないこともわかる。
＊＊＊

図⑬は，森林土壌の消失した

林業技術N().6531|996.8
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植生回復に伴うN日目流量の経年変化
(Suzukiet.a1.,1994)

上段の図:10年移動平均の年流出量，年降水量。

◇白坂流域

植生回復に伴う流況曲線の変化(Suzukiet.a1.,

1994）

1970年代は,36日目流量から216日目流量にかけて
増加している。
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図⑬流出モデルによる山腹工施工後の流出成分の変化

（福嶌，1987）
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図⑭流出モデルによる山腹工施工後の八イドログラフの

変化の予測（福嶌，1987）

直接流出

ごユ
一グー

＝P－－
一

ｍ
叩
ｍ
２
く

墓底流出

IIlIdl
0

血
傾

50

山腹植栽後の経過年数

1983(平年)および1985(多雨年）
1984(募雨年）

0

００１

日
流
出
水
愚

実線

点線

はげ山に山腹植栽工を行った場

合，どのように流出量が変化す

るかを，山腹工施工後の経過年

数が様々な流域での流出量のデ

ータを元に，流出モデル帥を用

いて計算したものである。ここ

では，基底流出量9)(無降雨時の

流出成分)、直接流出量9)(洪水

誌
誕
の
數

0

1982年7月1日からの経過日数日

林業技術No.6531996.8



14

図⑮森林流域の蒸発散量の季節変化(Suzukietal..1980)
桐生試験地（1972～76年の平均値）

図⑯樹種ごとの樹冠遮断，
（服部他，1989）
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月

時の流出成分),蒸発散量の年降

水量に対する割合がどのような

変化をするかを示している。図

⑬によれば洪水流出量が植栽直
後に急激に減少すること，蒸発

散量がはげ山時に比べて増加す

6．森林からの蒸発散

すでに見てきたように，森林

の存在は蒸発散の増加を持たら

すが．このメカニズムはどうな

っているのだろうか？

図⑮は，アカマツとヒノキか

らなる森林からの蒸発散量の季

節変化を示したものである。森

林からの蒸発散墨には，晴天時

に蒸散作用により葉の気孔から

水分が失われる蒸散と，降雨中

に葉面に付着した雨水がそのま

ま大気に戻っていく降雨遮断蒸

発とがある。森林流域で蒸発散

が多いのは，後者の降雨遮断蒸

発が多いためであることがわか

ってきている。この流域におけ

る年蒸発散量は750m,mであるが，

蒸散量が400mm,遮断蒸発量が

350川で，遮断蒸発量が蒸発散

量の半分近くを占めている。ま

た蒸発散量が生物活動に対応し

た明確な季節変化を持つのに対

るものの，無降雨時の基底流出

がはげ山時よりも増加すること

がわかる。また図⑭は，降雨に

対する洪水流出量がどのように

変化したのかを示している。図

を見ると．ピーク流量が小さく

なり，洪水緩和機能が経過年数

とともに増加していることがわ

かる。特に山腹施工直後の変化

が大きい。

し，遮断蒸発量の季節変化は小

さいことがわかる。
＊＊＊

林冠に達した降水の行方をも

う少し詳しく見ると，一部は葉

に貯留されたりしながら，直接

地表に到達するもの(通過雨量)，

樹幹を伝って地表に到達するも

の(樹幹流下量)，そのまま大気

に戻っていくもの(遮断蒸発量）

に分類される。図⑯は降雨量に

対する遮断蒸発量，樹幹流下量

，通過雨量の割合を，様々な樹

種ごとに示したものである。こ

の図より遮断蒸発量が10～20

％あること，樹種により各成分

への分配が異なることがわかる。

世界各地における樹冠遮断塁の

割合は，13～51％とかなり幅が

広いが，いずれにしろ降水のう

ち，かなりの部分が遮断蒸発と

して地面に到達することなく、

大気へ戻っていく。
＊＊＊

森林における蒸発散量特に

降雨中の遮断蒸発量が多いこと

は，森林の樹高が他の植生と比

べて大きいこと，葉面積が多い

こと，さらに樹冠面の凹凸が他

の植生に比べて大きく蒸発を活

発にする大気の乱れが大きくな

ることがあげられる。森林から

の蒸発散量が多いことは，高度

な水資源確保のためには若干の

マイナスとなるが，公園や住宅

街等では夏季に蒸発散によって

失われる熱量が周辺の気温を低

下させる気候緩和機能として注

目を浴びており，またアマゾン

流域での例のように大気中へ戻

って降水の源泉になっているこ

となど，得失を単純に評価する

ことはできない。

林紫技術N0.6531996.8
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図⑰裸地と植栽地からの土砂流出霊（鈴木･福嶌，1989）図⑬襟裳岬周辺の緑化面積と海産物の水揚げ高の推移

(資料:森は環境をよみがえらせた,1992）
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図⑲樹林帯による濁水浄化機能（水源地森林機能研究会、
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7．森林の表面侵食防止機能

図⑰は，滋賀県南東部の花崗
岩山地の田上山で測定された林

地(山腹植栽地)と裸地からの土

砂流出量を調査した結果である◎

26年間にわたりこの地域に広

がっていたはげ山の様々な場所，

山腹植栽工を行った場所で連続

的に測定したものである。図⑰
によれば10.000ri/km/年(この

値は1年で1cmの侵食があった

ことに相当する)の土砂流出が

ある裸地に対し，植栽地からの

土砂量が1/100から1/1,000程

度で劇的に少ないことがわかる。

また植栽地の中で○印で示され

た流域では，植生が貧弱であっ

た1960年代での15ni/kni/年か

ら，植生が回復して行くに従っ

て次第に減少し，1980年代後半

には,約1/30程度に減少してい

る。これよりこの地域では,裸

地,山腹植栽,森林化という植生

、
k

’
0102030405060708090100

林帯距離(m)

の回復に従って,土砂生産量が

5,000～10,000→15→3以下

(単位は前/肺/年)と変化すると

いえる。

＊＊＊

図⑱は，北海道・襟裳岬周辺

における緑化面積率と海産物の

水揚げ高の推移を示したもので

ある。襟裳岬周辺では，明治以

降の過伐や過放牧のために森林

が失われ，まるで砂漠のように

なっていたといわれる。そのた

め土砂流出や飛砂によって魚や

コンブの水揚げ高が激減してい

た。昭和28年の浦河営林署｢え

りも治山事業所」の新設以来，

強風による種子の飛散を防ぐた

めに，草の種子を蒔いた上に雑

海草を敷き詰める「えりも式緑

化工法」による草本緑化を行い，

さらにその上に木本緑化を行う

などの緑化事業を推進した。そ

林業技術No.6531996.8
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図⑳表層崩壊発生に影響する種々の要因の解析の一例（太田・石田，1977）

傾斜 司地質一 林相 地形の種類

６
４
２
２
４
６
８

０
０
０
０
０
０
０
０

－
一
一
一

I_nll___1｡nIn" ﾛⅡn両．‐、

一 |I IUI1｡Ⅱ川I
盲
生
層

角
黒
花
崗
閃
緑
岩

斑
状
花
崗
閃
緑
岩

黒
雲
母
花
崗
岩

礎
岩
・
砂
岩

砂
岩

緑
色
凝
灰
岩

淡
緑
色
凝
灰
岩

流
紋
岩

七
谷
層

西
山
・
寺
泊
屠

矢
田
代
展

》
一
天
然
林
酔断

露

岩
横

》
一
再
生
林

輻
一
焉
交
林

位

》
一
針
葉
樹
林
方

伐
跡
地

山尾谷1234三押山渓丘段段
一

頭普角出腹間

斜：鰄ボ丘匠
頂恨面面面形面地陵面崖

雨遍縦断面形斜面長

幸
。
Ｕ
悔
信
向

、
く
や
い

，
‐
ち

、
！
い
い

ｊ
、
い
つ

、
Ｉ
い
い

ｊ
心
ロ

、
Ｉ
一
切

己
。
更
引

一
』
』
二
ヨ

４
畑
２
２
‐
４

０
０
０
０
０
－
一

標高

I「 nN同一

『誤MLr…～‐
n局

ﾛⅢ －口百

U I
|ロ

『
つ
戸
「
二
悔
存
汀

、
！
『
つ
つ

、
ｆ
Ｇ
つ
つ

．
＃
い
つ
つ

．
ｆ
全
つ
。

、
！
〕
つ
つ

、
ｆ
脚
つ
つ

一
ｇ
ヨ
庭
引

NSSN
NESW
EEWW

圃
雪
ゴ
更
廿

１
国
。

？
』
ｇ

ろ
ョ
憧
剴

凹
や
や
凹
平
や
や
凸
凸

割
当
ヨ
ヨ
吏
什

Ｉ
皿
い
つ

命
ロ
ョ
ヨ
庭
剴

そ
の
他
凹
や
や
凹
平
や
や
凸
凸

羽越水害で発生した崩壊の数量化法による解析結果(スコア値)。図で数値ガ
大きいほどその要因が崩壊の発生に寄与している。

の結果，水揚げ高が大幅に増加

している。土砂流出量のデータ

そのものではないが，緑化によ

る表面侵食の効果が著しく現れ

た例といえる。
＊＊＊

また表面侵食そのものの抑止

ではないが，畑地やゴルフ場等

から流出する濁水を森林帯が捕

促し，浄化する機能がある。図

⑲は群馬県吾妻川流域での調査

結果であるが，この流域では，

キャベツ畑やスキー場などから

の濁水が森林帯に流れ込んでい

る場所があり，こうした場所で
森林帯内へ流入する場所と流出

する場所で，流量や濁水の濃度

の観測が行われ，森林帯の通過

に伴い，どのように濁水の濃度

が変化するかが観測されている。

図を見ると，濁水濃度（浮遊土

砂量）が森林帯の通過に伴い減

少するようすが明瞭に示されて

いる。この事例は，森林帯に流

入した濁水をろ過する(微細な

土粒子の捕促)機能を示すもの

である。

8．森林の表層崩壊防止機能

森林の表層型山崩れ(表層崩

壊)防止機能に関する研究は,森

林と山崩れの関係を実際の災害

を調査して統計的に解析したも

のと，樹木の根，すなわち根系

が土の強度を補強する効果を力

学的に解析したものの2つに大

別される｡崩壊の個数･面積,森
林状態(林種や林齢)，崩壊地の
土質および斜面の地筧地形な

どの資料を統計的に解析して，

森林と崩壊の関係を検討した研

究事例は多いが，図⑳にその一

例を示す。こうした研究では，
以下のようなことがわかってい

る。①森林から他の植生に変わ

ったり，土地利用に変化があっ

た斜面で崩壊が起こりやすく，

森林を伐採して新たに植林を行

った場合,林齢が20年までは崩

壊が多発し,その崩壊率(単位面

積当たりの崩壊面積)は林齢が

20年以上の森林に比べて3か

ら6倍程度高い。e森林の変化

が崩壊の発生に及ぼす影響は，

花崗岩や新第三紀層の斜面で大

きく現れる。⑧天然林は人工林

に比較して崩壊の発生が少ない

が，林齢の高い林地では大差が

ないこと，皆伐は崩壊の発生を

助長するのに対し，択伐林では

崩壊発生が少ない。
＊＊＊

図⑳は，樹木根系による表層

崩壊防止機能を，水平根と垂直

根による根系の機能を杭とネッ

トでモデル化し，力学的解析に

より効果を検討したもので，ス

ギ林斜面での伐採，植林が行わ
れた後の斜面安全率'0)の変化が

示されている。斜面の安全率が

1より小さくなると力学的には

斜面は崩壊する。図⑳によれば，

①スギの生長に伴って斜面の安

全率は樹齢10年から20年にか

けて急増し,20年過ぎには漸減

する,e森林の伐採･植林が行わ

れたスギ林では，伐採に伴う根

林業技術No.6531996.S
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図⑳伐採と植栽があったときの斜面の安全率の変化（塚本，1987）の腐朽と植栽された木の根の強

度補強効果との関係から，伐採

後10年で安全率が最低となり，

最高になるのは20～30年であ

ることが示され，またその最低

になるときでも，根のない場合

に比べて4倍以上の安全率の増

加がある，⑧水平根と垂直根の

抑止効果への役割は，水平根の

効果は垂直根の1/3から1/4で

あることが示された。樹木の崩

壊抑止効果は「水平根ネットと

の絡み合いによる表層土塊の保

持効果」と「鉛直根によるすべ

り面の押し下げ効果」であると

考えられる。この結果はまた森

林伐採後10年前後で崩壊が多

発するという統計的経験則を力

学的解析により裏付けるものと

なっている。

9．森林の持つ土砂災害防止

効果とその限界

山地での侵食現象は，通常表

面侵食，山崩れ・がけ崩れ，地

すべり，土石流等に分類できる。

これらの侵食現象に対する森林

の機能を考察するためには，山

崩れが森林の状態に密接に結び

つく表層型の山崩れ(表層崩壊）

と，山地の基盤の性質に関係し

森林の状態とは直接結びつかな

い深層型の山崩れ(深層崩壊)に

分類して取り扱う必要がある

(図⑳)。

山地で土砂移動の発生する場

所を(A)斜面と(B)渓床に分け

て考えると，侵食に対する森林

の機能は以下のようにまとめら

れる。

安
定
↑

1.0

Ｊ

安
全
率
氏く

崩
壊
０

↓

I Iリ II

1 02030

林齢（年）

図⑳山崩れのタイプと森林の関係

40 50 600

表土

岩盤

壊

図厩）山地の土砂災害と森林の災害防止効果（太田，1991）
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(A)斜面上では，①表層崩壊
(表層型山崩れ)や落石の発生を

防止する。⑧表面侵食の防止を

通じてリルの発達を未然に防ぎ，

また微細な土粒子によるダムの

堆砂被害を軽減する。⑧山崩れ

(表層崩壊)の防止を通じて山崩

れ起源の土石流の発生を防止す

るほか，渓床への土砂流出を減

少させ，間接的に渓床で発生す

る堆積物移動型の土石流を防止

する。④斜面土壌の凍上防止に

よりクリープ型の土砂移動を軽

減する。⑤雪崩を防止し，それ
による土砂移動を防ぐ。⑥条件

が良ければ緩斜面上の森林は落

石や崩壊土砂を捕足するほか．

土石流の堆積を促進する。⑦森

林帯に流入した湧水を濾過する

(微細な土粒子の捕足)｡

(B)渓床では，⑧渓岸では大

径木が渓岸の侵食を防止する。

このように森林の侵食軽減，

土砂移動防止機能の効果は非常

に大きい。しかしすでに述べた

ように，風倒木や流木が災害を

拡大した事例が報告されている。

さらに地すべりや深層型の山崩

れでは，森林の存在はほとんど

無視してもよいといわれている。

＊＊＊

以上を総合して森林の土砂災

害防止効果をまとめるとおおむ

ね図⑳のようになる。すなわち

森林の侵食防止，土砂移動防止

機能がもっとも顕著なものは表

面侵食と表層型山崩れの防止で

ある。そのほかはある条件の下

で機能が発揮されるものであり，

常に無条件で効果があるもので

はない。いったん移動を開始し

た土砂を捕足・停止させる機能

も極めて限定的である場合が多

い。

＜用語解説＞11.ハイドログラフ：流域からの流出量の時間
変化のグラフ(流量-時間曲線ともいう)｡こ

れに対し雨量の時間変化をハイエトグラフ

（雨量-時間曲線)と呼ぶ。

2流出の平準化機能§日本では,雨は年間を
通して平均的に降るわけではなく,ある時

期に集中することが多い｡こうした性質を

持つ降水を一時的に貯留し,洪水流量を少

なくし,時間をかけてゆっくりと流出させ

る機能を平準化という｡良好な森林土壌は

一時的に雨水を貯留できるので,この平準

化機能を持っており,｢緑のダム｣と呼ばれ

る。

3.ピーク流出量：一雨のハイドログラフの中

で流出量の最大値。

4.土壌の保水性と透水性：土壌内には様々な

大きさのすき間(間隙)が存在し,地表に到

達した雨水はこのすき間の中に一時的に貯

留され,さらに流れてい<｡この土壌の貯留

機能を保水性とよび,また水を流下させる

ことのできる能力(速度)を透水性と呼ぶ。

保水性･透水性とも土壌の間隙の大きさと

量によって変化し,間隙の量が多く,多様な

大きさ間隙があるほど保水性･透水性に優

れる。

5.地表流：雨水が土壌に十分しみ込む(浸透

する)ことができなかったり,雨水によって

土壌が満たされてしまった場合には,地表

を水が流下する｡これを地表流と呼ぶ｡一

方,地面の中を流れる水を地中流と呼ぶ。

林業技術N().6531996.8

6.対照流域法：伐採等の森林施業の影響を明

らかにするために,地形や植生が似た流域

を2つ取り,数年間測定したのち,どちらか

一方を伐採して流出の変化を明らかにする

方法。

7.GCM:GlobalCi1℃ulationylodel(大気

大循環モデル)の略称｡大気の運動の物理的

な法則に基づき,将来の気候変化を計算す

る｡現在の気象予報はこうした数値計算に

墓づいて行われる｡モデルを使って様々な

条件を仮定した計算を行うことを数値実験

と呼ぶ。

8流出モデル：土壌内の水の動きや蒸発散な

どの過程を数式で表現し,降雨量や気象条

件を入力して計算し,流出量や蒸発散量を

予測する。

9.基底流出量と直接流出量：河川の流出舅の

うち,降雨に伴って急激に増加し流出する

成分を直接流出量と呼ぶ｡これに対し無降

雨時に土壌内に貯えられた水がゆっくりと

流出する成分を基底流出量と呼ぶ。

10.斜面の安全率：斜面内に生じる力を力学的

に計算し,斜面を崩壊させようとする力(主

として重力に起因する)とこれに逆らって

斜面を保持させようとする力(土粒子間の

摩擦や粘着力,木の根の力)の割合を斜面の

安全率という｡安全率が1を超えると安定

し,1より小さくなると不安定となり崩壊
する。
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|識顛業鴛璽慧驚霊 地球温暖化と森林養蕊鴬艤｡
‐

■■■■■

数多い地球喋境問題のうちでも，地球温暖化等の

気候変動の|M1魑は最も重要な課題として,WMO(世

界気象機関),UNEP(国連環境計画),IPCC(気候

変動に|仏Iする政府間パネル）等で国際的討議が進め

られてきた。1992年の|玉l連環境開発会議において．

｢気候変動に関する国連枠組条約｣が採択され，湘暖

化防II:の諸対策が国際的合意の下で進められている。

地球を穫う火気屑は地球の放熱を妨げ温室効果を

生み出している。特にCO2やメタンなどは温室効果

を商めるガスであり，近年の人間活動の結果，これ

ら温室効果ガスの濃度増加が著しい。CO2の濃度で

は産業革命前の1811t,紀半ばには275ppmであった

が,1900年には295ppm,さらに現在では350ppm

を超えており,近年の濃度増加は年1.5ppmにも達

している。

このCO塑の墹加を地球の炭素循環から見ると

(IPCC,1994),大気への主な炭素放出量は人間活励

のエネルギー鰈の55"t/年(以下数値は炭素鎧)お

よび土地利川を!'騒換した|嘘上生態系（主に森林の!'砿

用地)からの放ll111lmt/年である。これに対し,42

物生耀による炭素貯淵鼠は陸上生態系で141at/年，

海洋で20億[/ｲドであり，差し引きで毎年32"L/年

(CO2濃度として年1.5ppm)が大気中で増加して

いることとなる。

CO2などの温室効果ガスによる気温上昇は2100

年で約2°Cに達し，海水位上昇も約5()cmとなると

いう(IPCC,1995)。温'陵化はすでにIﾘlらかに始ま

っており，単に気温上昇だけでなく降附などの水分

状態にも影響し，複雑な気候変動を拙くとされる。

特に生物・森林の分布や農林業のシステムへ大きい

影群を与えよう。また中緯度地帯での干ばつの激化

や海水位の上昇なども危険な気候変化であり，人類

の社会・経済活動に大きなインパクI､を与える。

わが国はすでに「地球温暖化防止行動計画」

(1990,関係閣僚会議決定)を定め，第1の対策とし

てCO2等の温室効果ガスの排出獄を1990年のレベ

ルにとどめることを目標として進めている。第2の

対策としてCO2吸収源である森林等の緑の維持・拡

大を進めており，炭素貯留能の商い森林のii!i失や転

川を防止し，積極的に造林を進めることは有効な温

暖化防.lk対策であり,I剰際的にも椛進されている。

また木材製1M!や紙類のリサイクルや耐久化の促進も

間接的に炭素貯留に貢献する対錐となろう。

(H本林業技術協会・蜂屋欣二）

|文賦|環境庁編；地球洲暖化を防ぐ,NIIKブックス
599.199(）

環境庁地球環境部監修：地球撫境の行方一地球渦
｜暖化の我が国への影響一．中央法規1I1版,1994
ノ|:I郷醐f:森林と地球環境の保全一二酸化炭鑑識
座のIも鉾と温暖化問題一．森林科学M12．1991

◆先月弓の本棚ではer酸性雨と森林衰退」について解説しています

ロウィリアム.F.ハイド・デヴイットHニューマンー共著，森林経済学とその政策への応用,n本林業調査会，
'96.4,147p・A5,¥2,500

口林岬庁林政課・企而課=監修，新たな林業・木材産業政策の基本方向，地球社,'96.4,247p･A5,Y3,000
DWII親雄言著，ブナの森を楽しむ，満波沓府,'96.4,2261/新譜判,Y680

U林地保全利川研究会=綿都市近郊林の保全と利用一林地問題研究会の提言,H本林業調森会,'96.5,418p･
A5,Y3O00

依光良三・栗栖祐子=共著，グリーン･ツーリズムの可能性,H木経済評論社,'96.6,2121]･IIﾘ大判,Y1,854
口ピーター・ブランドン=箸・熊崎爽二編訳，イギリス人が見た日本林業の将来一国産材時代は来るのか，築地

醤館，’96.7,143p・A5,¥2,472

,伽櫛|剛県文化財団･静岡県環境民俗研究会=共編，山と森のフォークロァ付：富士山を語るシンポジウム全記
録，羽衣出版,(a054-238-2061),'96.1,3151)･A5,Y2.000

口n本樹木協会=編，木酢液の活用と課題,I]本木酢液協会(a03-3492-4819),'96.2,137I)･B5,Y3.800

口日本の松の緑を守る会=編，日本の白砂青松100選,11本林業協会､'96.3,100p･B5,Y3,000

口口本林業協会=編，森林ハンドブック〔平成8年度版],IJ本林業協会,'96.6,284p･B6,¥1.400
口橘木|"f=m,森の宝をさがして一龍神の森の秘密（マンガ林業白書11),Ij本林業閥森会,.966,58p･
A5,¥450

口林進=箸，森の心森の智恵一置き忘れてきたもの，学陽普房,'96.7,215p・四/六判,¥1,800
口全林協=糊，ニューフォレスターズ･ガイド･林業入門，全図林業改良蕃及協会,'967,303p･A4変形,Y4.00()

蕪
識
懸
灘
騨
議

書

詔
…
鎌
蕪

|澄料：林野庁|叉I諜館・本会制1,礫部受入|叉lil;l
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第〃回林業技術コンテスト発表要旨7
F・‐ 串鍵搦騨鑿蕊蕊躍圃騨鰯羅認鑿や

副憩￥

第42回を迎えた｢林業技術コンテスト」は，本年5

月22H,H本林業技術協会で開催され，国有林，民有

|氷から15件の参加があり，その発表が行われました。

「林業技術コンテスト」は，林業の第一線で実行や指

TV~F~了一

写

第42回林業技術コンテストの発表の1コマ

第鞭回廊業浅術コンデズ人 亦鰯/ﾃ妄宜盲

すぐにわかる身近な植物図鑑づくり
一植物検索カードの提案一

1植物名を調べる方法

植物図鑑を使い慣れていない人には探し出すのが容

易でない。そこで，初心群にも容易に植物の名前を調

べることのできる植物図鑑が望まれる。

既刊の植物図鑑について，検索しにくい要因を見い

だし，これを克服する一つの方法として，ハンドソー

ト法による検索カードを提案することとした。すなわ

ち，植物の持っている数々の特徴の中で最も顕著なも

のが，それらを瓶型化した項1.1のどれに該当するかを

選択していくことによって，目的の植物にたどりつく

よう工夫した。

樹木編･離本編カードのおもて面には,植物の全体・

部分の写典を,"Wiiには，械物名（和名）・常緑落葉区

分・商木低木区分のほか，樹高・樹皮・葉･花・果実・

特徴等を記入している。

2．植物図鑑の作成

林業技術N().6531996.8

弾一品一.一一ｰ

･率感･瞬鐇亨雷凝窪露蕊謹蕊騨織:噌蕊曙舗1

導に活躍されている技術者の皆様が，それぞれの職域

で業務推進のために努力し，その結果得られた貴重な

成果や体験などを発表していただき，関係する多くの

方々の業務の中に反映されていくことを願って毎年開

佛されているものです。

I

本誌では，今也Iのコンテス|､発

表者全員の発表要旨を本号と次号

の2向に分けて紹介します。群査

では優秀と認められた発表には，

林野庁長官賞,H本林業技術協会

理事長賞が授与されました。

r第42回林業技術賞の業績紹

介｣｢第7回学生林業技術研究論文

コンテストの入賞論文（要旨)」

は．7月号に掲裁しています。

辱‘､…,扇鴛
‘写真による榔本は，全体で合計616種を作成した。

以下，利用しやすい植物図鑑の作成の手順を述べる。

（1）植物検索パンチカードの作り方

A.準備するもの：ケルンパンチカード(M554),

図鑑，糊，ビニールコーナー，カッター，はさみ，

ハンドパンチ，ソーダーなど

B.植物検索パンチカードの作成手順

①写爽に納めた植物のリスI､の作成

②検索図表の作成一以下の項目について,その

状況・形態等ごとに細区分し，説明図とコード

薪号を付した検索図表を作成する（成育形，葉

脈，葉の縁のようす，葉のつき方，葉の元のよ

うす，葉の先のようす，茎の断面の形，葉と茎
ようし､kう

のその他のようす，そのほかに，葉鞘，花びら

のようす，花の色，おしべ，がく，花のつき方，

花の形，花の咲く時期，果実，種子その他）



21

●
ｚ
●
。
．

●
０
●
ｇ

１
△

●
’
●
Ｌ

●
２
●
名

●
４
●
。
．

白
■
■
■
■
■
》
巧

●
Ⅲ
●
則

１
つ

●
‐
●
四

●
ｒ
ｅ
Ｆ

１
ｍ

●
２
●
皿

】
■
■
■
■
■
つ
ｑ

●
７
●
圧

●
Ｉ
●
可

●
３
●
唾

●
４
●
㈹

●
ｒ
●
罰

■
｜
■
■
■
”
師

●
ｇ
●
討

口
■
■
■
●
制

●
Ｆ
●
説Ｉ

●
１
●
菰

●
２
●
弼

●
４
●
ず

●
？
●
調

一

●

q植物検索パンチカード（樹木編）
上・おもて面，下・裏面

U篭到
尚常一

謎嵜菫
乱

雪●－●

基●凶●

恩＝

忍●曙●

勘●－●

鉢の－●

鵠●－●

苫●･』●

I面一へ画●-●

錨W5
●●●●●●

●●●●、

”

篇!諸鞘些
クスノキ（クスノキ科）

駒名8クス
耐蜂大蕪＊

礎海gl5Bq笹40c■

且火高g30q径ZOO“
附皮倉庚膳色．鞭に洞れ目が鰯ろ
錠：単澳／瓦竺／金曝／萠質／燐毛
傭円形／艮さ6～】2c■／光展がある
曙3～5.5c■，怠碕】､5～3.5c■
花：5～6月．円健花序にR白色で
迩壁的5■■の花を多歓つける
花彼片は6例．鯉しべ12撹

蕊実呂琶擾8～”■の球彫で10～11月;こ
里〈愚す

埒甦8翼や校倉･ら樟厩をつくる

鯵一一一／
A：：：：：：：：：A:A：：：I

L冴砲 】訂

●●●
『4

●●●

蝿
④
９
，

列

ｗ
●
＆
●●

●●②

●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

』
●
●
●
』
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

『
”
亜
”
恥
亜
叩
恥

●●

準
一
●
・
●

●
●

●、
幻
．
●
ｒ
●

い
》
》
●
、
…
●

鱈
●
●

曇
●
・
●

．
《
●
，
●

○

子
●
：
●

ｌ
｝
Ｉ影
●
●

泥
●
・
●

密
●
萌
●

ご

罰
●
２
●

１
０
か
●
●

毎
●
・
●

ぜ
●
？
●

一
《
ｕ
マ
マ
■

Ｉ
●
！
●

｜
釦
●
‐
●

１
１壷

▲検索項目カード（該当する検索

番号をパンチングする）

●●●●

●●●●

●⑲③●●●

●●●●●⑦ ●

出し，まとめることが容易。

④写真標本なので実物との対比が容易。

⑤手作りなので比較的安llllio

⑥科別に分類されていないので，目的の種を見つける

のに植物についての知識をあまり必要としない。

⑦検索カードがハンディータイプなので，野外で使用

するのに便利。

⑧特に似た種類については，区別点を挙げた。

⑨名前の由来を示すことにより，名前をより覚えやす

くした。

⑩必要に応じて増減できる。

⑪採集しておき，室内での同定作業が可能。

⑫におい，触感などの五感による検索が可能。

（2）短所

①カード式なので櫛理が十分でないと紛失するおそれ

がある。

②出現猟度の少ないものは収録していない。

③専門家には|ﾊlかない（学名は記載していない)。

④作成に当たり，写真撮影の技術が必要。

③検索I叉I表をもとに，パンチカード作成のための

検索項'二|カードの作成（写真参照）

④植物検索パンチカードの作成（写真参照）

⑤検索項klのパンチング(1枚ずつのカードの検

索番号を切り取る）

（2）植物検索パンチカードの操作の仕方

①パンチカードのコーナーがカットしてある部分を

右上にして砿ねる（裏返しにならないように)。

②ソーダーを該当する穴に差し込み，カードを持ち

上げる。そうすれば該当するカードが落ちる。

③下に落ちたカードの!'』から該当する種を調べる。

探し出すのが困難なときには，さらに別の項目で

繰り返し行う。

3．植物検索パンチカードの特徴

（1）長所

①花からはもちろん，幹，叢，葉，実からも引くこと

ができる。

②開花期でない‘|悩物でも調べられる。

③カード式なので利用目的・地域・季節に応じて抜き

休業技術No.6531996．8
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⑤写真を貼り合わせているため，操作がスムーズにい

かない場合もある。

⑥カードが擬期間の使用に耐えられない。

4植物探索ラリー（オリエンテーリング方式）

への利用

周囲の植物から数種類を事前に選び，荷札などに一

連の番号を記入しておく。それを地I剤とコンパスを使

って見つける植物探索ラリー（植物解説表，植物チェ

ックシート，植物検索パンチカードを手掛りに植物名

を調べる野外活動）が考えられる。

野外観察会（閥校生を対象）では上記ラリーを実施

したが，漠然と見ていた水なども注意して見る習慣が

つくなど植物への関心が商まることが期待された。こ

のほか森林教室等各樋イベン|､に瀬川されることが考

えられる。

5．まとめ

今回は広島雌南部のよく兄られるlilli物を'|｣心に作成

したが，今後，北部についても1111次作成したい。

さらに，将来的には植物検索パンチカードをデータ

ーベース化し，パソコン通信等を利用し，より多くの

人々が利川できるようにしたい。

似
植
物
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

植物胸1

およそ（）師
なめらか

かりかり

皮目が目立つ
その他

単葉

複葉

その他

相互

対生
鋪生

その他

なめらか（全体）

きよ雷がある
浅い切れ込みがある
深い切れ込みがある

その他

長い

短い
ない

簿い

厚くて叡らかい

厚くて堅い
その他

葉脈は自立だない

葉脈は突き出ている

表面より白っぽい
その他

すべて今年の葉である

前年までの葉がのこる
その他
花がある

果実がある
その他

においがある

21314
①高さ

②幹の表面
（茎）

葉のつくり

葉のでかた

葉の綴

⑧

葉の柄

葉 葉の厚さ

葉の表面

葉の寿命

④ 花果実

⑤｜その他

|’ 1

1

第婬回亦業獲〃コンテズメ 日ﾉ衣諏美技赫赫会謹婁長賞

名古屋営林支局

計画課

寺本睦巳

複層林における受光伐実施結果

下植栽本数3.500本/ha)。その後約20年を経過する

中で，下水の成長が皆伐一斉造林地に比べ劣ってきた

ので，上木の一部を伐採して林内照度の|句|鳥をIxlるた

めに，受光伐を実施した。受光伐前・後の上木の林況，

受光伐に伴う下木の損傷調査の結果は，表①，表②に

示すとおりである。

1はじめに

「非皆伐施業実験林("lW林)」が昭和49年に設定さ

れ,21年を経過した。試験調迩の目的を兼ねて平成7

年1月に受光伐を実施したので，その概況について報

告する。

2．受光伐の実施2．

経緯と結果：この林

分は明治28年に械戦

されたヒノキの人工林

で，昭''49ｲド度(林齢

81年生）に本数率71

％の複晒伐を実施し、

|Wlil2,スギ，ヒノキを

樹下柚栽した三段林で

ある(面績1.27ha,樹

表削）受光伐前・後の上木の林況 (ha当たり，胸満煎従．樹商は平均価）

、
胸高

直径(帥）

本数

(本）

積
祁
材
く

樹高

(m)

偲高断面

積計(nf)

相対幹

距比(%）
相対照度(％）

伐採前

伐採後

151

91

７
５
３
４
２
１

409

410

25.4

25.6

20.2

12.3

32

41

27

43

(S61年計測値）

H.7.6/3012:00晴(定点）

H77/2412:00"(定点と周

辺計測値の平均）
伐採率 40％ 39％ 30

材葉技術N().6531996.8
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が，壮齢期以降は低下している。20年ほど前に成長

が卿び上昇したが，複層伐(昭和49年）による林内

の光環境が改善された結果と考えられる。

3結果と考察

（1）相対照度

受光伐前の計測値と比べ，定点では16％向上した。

しかし，上木については地形的要因（北北山の急斜面

など),~|く木については平均樹高が9m近くになったこ

となどで適確な照度計測が困難であった。今後は林冠

の側而投影など加味した照度管理の方法を検討したい。

（2）下木の損傷

下水の損傷については表②に示すとおりで，成林見

込み本数は2,000本/ha程度で｢施業管理基準｣の樹下

植栽本数とほぼ等しい。形質不良木だけでなく，枝打

ちなどを行った下木まで損傷を受けており，損傷発生

率をいかに低く抑えるかが林業経営上極めて重要とな

る。スギの損傷発生率が高いが，これはスギの植栽箇

所が林分の下部にあったこと，上木が下向きに伐倒さ

れたことによる。

今回，上木の平均樹高は26m,-ド水は9mと樹高差

があったことも損傷発生率を高めたと惟定され，今後，

上木の械線主伐時期を遅らせ，下木の間伐時期に合わ

せた二段林施業が考えられる。

（3）下木の成長

下木の成長については表③に示すとおり，スギの成

長はヒノキと比べて劣っている。特に肥大成長に見ら

れる差はi耐陰性の差によると思われる。天然生のヒノ

キに比べて，壮齢期以降の成長が悪く枝払いの跡が節

となって出てしまう。今後，天然生のヒノキのように

壮齢期に向け成長量を上昇させるため，下水の本数密

度と林内照度の管理は極めて重要である。また，樹幹

の断面が扁平でやや湾llliした樹形のヒノキが多いが，

被圧条件下にあったこととの因果関係が推測されるの

で，今後の成長に伴い，これら
(ha当たり）

現況分析

､受光伐の実行：樹冠が谷側へ著しく偏っていたため，

下向き伐倒で実行した。伐根からの距離と下木の損

傷極類別の頻座についても，伐倒方向別に調査した。

なお，搬出は，エンドレスタイラー式の集材機集材

方式で，普通集材作業により行った。

2下木の現況：スギ，ヒノキの胸高直径等の平均値に

ついて，一般用材複隔伐生産群収穫予想表と比較す

ると，胸i噺直径は小さく，一方，樹高では尚くなっ

ており，形状比についてはスギ91,ヒノキ103と非

常に細長い樹形となっている。

3上木・下木の年輪調査：上木については元玉最下部

の木uについて（参考として天然生ヒノキの打出木

を入手，年輪調査を行った)，下木については損傷木

の伐根について，それぞれ年輪調査を行った結果，

上木は天然生ヒノキと比べ若齢期の肥大成長が良い

表②受光伐に伴う下木の損傷調査

(H.73/7支局計両課による調査）

うち回復見込み

なし（％）

謹
露

種別比率(％）種類

３
０
１
５１

幹折れ

枝折れ

樹皮剥け

傾斜倒木

Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

４
０
３
７

１
１
２

く
く
く
く

４
９
５
５１

（4）

(O)

（0）

(27）

伐倒

小計｜（54）33（31）19

樹皮剥け

傾斜，倒木

ｊ
ｊ
Ｏ
Ｏ
く
く

０
１
ｊ
Ｊ
Ｏ
Ｏ
く
く

０
１搬出

｜小計
損傷木計

損傷なし

（0）

(54）

(46）

11(o)1

341(3'）,ロ
661－

（）はスギだけの拙鵬ル樅につ【･て記したもの

表③下木の現況
の欠点がどの程嘆解消されるか

観察を続けたい。

4．むすび

今後は下木の間伐時に上木を

伐採･搬出する方法,上木伐倒に

先立って枝払い，枝打機の使用

などを活用し，損傷率の低下お

よび搬ll}経溌の節減を|災|りたい。

幹曲がり

本数率(％）

胸高断面

積計(nf)

胸高直径

（叩）

樹高

(m)

本数

（本）

材碩

(IVf)
形状比樹種

<87〉 <104〉
(2.375）

1.750

スギ
9.0 80 91平均値

10.97 0 11653 標準偏差 188 1.27

<97〉 <141〉
(2.525）

2,312

ヒノキ
10388 89平均値

11.86 88 14.8標準偏差’1．9211．5873

（）は･兜光伐ｿ息施liliの本数,<>は．一般川材複ﾊｲ伐ﾉI;"II｣IX"1も想炎との対比で％

林業技術N().6531.996.8



24

日本が業茂術勝第鞭河 〃コンテスト 賞

北海道営林局

計画課伊藤千代美・久慈正志

伊藤氏森林技術センター中堀等

今後の風致施業について
－現地検討会の反省から－

行った。その中心的課題は択伐選木で，「伐採する木」

と「残存する木Jについて具体例を挙げて検討した。

3．考察

（1）森林活力と機能類型

風致効果を性急に追求するのではなく、森林活力(老

1．はじめに

支笏湖周辺の風景林をフィールドに現地検討会を実

施し，従前の「隠す風致施業」から「魅せる風致施業」

をモチーフとして技術検討を行ったが，学識経験者か

らもさまざまな指摘やアドバイスを受けた。そこで，

こうしたアドバイスを踏まえ
支

た今後の風致施業の方向性に
gついて取りまとめたので報告

笏湖側可視方向

0 C

する。

2．現地調査ならびに

現地検討会

現地調査：調査地は支笏湖

周辺の苫小牧営林署管Iﾉj

lO23林班ほ小班で,風致施業

指標林に設定されていた（現

在は解除)｡そこで,過去20年

間のデータについて検討した。

現地検討会：計画課よりテ

ーマが提案され，学識経験荷

の参加を得て実質的な検討を

風致効果の
低い樹種

風致効果の
商い樹種

支
笏
湖
側
可
視
方
向 騨瀦ｻﾞﾏｯ癖’7~0ハ■■F"|■■ｬｬ

…

鷹■ﾊｸ・

ドワ鯛

０
？
Ｉ

尚
リ
鯵
。

”
鍛
画

＝ﾝ（蕊蕊舛'1溌瀞”
■Iｳ抑I■■"･靴ヤ'キ

■■
太線で描かれた樹冠が風致を考慮した調査木

図①可視領域の風致効果を高める

選木概念図 図②樹種別樹冠投影図

林業技術斑〔).6531996．8



齢衰退木・枯損木・病害水の排除）を前提とした風致

施業を基本とする。したがって風致施業においては林

分配置や樹種構成に主眼を慨くべきである。

（2）選木基準の模索

森林景観維持と木材利用の|司時性を持つ施業方法を

確立しようというのが提案であるが，広葉樹・紅葉樹

の保残育成に配慮することは景観維持的にも林業経営

の保続的見地からも利害は一致すると考えられる。森

林景観の創出（維持造成）を目指すとすれば，択伐の

選木には採用できなくとも森林空|:柵利用林の人韮林な

いし育成天然林の孔状面等の保育・整備には基準とし

て取り組めるものと考える。

（3）実際の収穫調査

「実際の調査選木は大変だ｣という現場の意見もあっ

たが，従来の調査選水の中で，その競合状況から一省

択一を迫られた場合，その現地の機能類鯏（発揮すべ

き機能）を考慮して行うということである。

（4）今後の風致施業

どこから兇ても風致効果の商い森林を造成するとい

うことであり，その林分内容（樹極描成）が問題とな

る。結果として従来からある等澗線に沿った伐採（柵

25

状伐採）は良しとせず，保残された個々の樹木の成長

を亜視し，あくまでも単木択伐を基本とする必要があ

る。

搬出路に関しても，保残木の成長ならびに将来の搬

出に最も効果的な路網とし，森林活力の向上ならびに

保残育成した樹木の成長により，最終的に路線が不可

視となる構想で手順を前後させる。

（5）施業と保護

以上の風致施業についての考え方は，現地検討会参

加者の大方の合意が得られた。しかし現地での大径木

の伐採・保残についての具体的な検討となると，景観

維持と森林経営の両立および森林活力の維持向上とい

う観点から多くの討議が行われたが，意見を統一する

ことは困難であった。

4．まとめ

以上のように，風致施業に関する意見を早急にしか

も一律に基準化することは困難であるから，今回の検

討結果を直ちに施業基準に反映することはできなかっ

た。今後さらに検討を重ねて，風致施業法の確立に努

める必要がある。本調査地も風致施業指標林として技

術開発に活用していきたい。

第姥回撤美浅締コンテスノ 臼菰亦業筏〃淵会淫L霊長賞

こた

国民の要請に応える森林レクリ｜｜
エーション事業の展開について1． 魁

東京営林局

高尾森林センター

小口真由美・

曽村尚明

1．はじめに

高尾森林センターは発足後10年を経て,その活動lﾉ1

容も充実してきたが，さらに'ﾉ1容を充実させるととも

に，新たな観点から事業を腱開するために調査，検討

を行ったのでその結果を発表する。

2．調査の方法

平成6，7年度公募イベントの応募蕃の人数と年齢

をデータとして収集し，イベンl､の参加者には実施内

容についてのアンケート調査から，感想，意兇を求め，

またイベント記事を掲載したマスコミ各社からも要望，

意見を求めた。

3．調査の結果

（1）平成6，7年度イベント別申し込み人数

希望の多いイベントについては，6年度は春と秋，

7年度は璽に応募数が多く、行楽のシーズンに合わせ

て参加が増加すると考えられる。また，2カ年の実績

を比べると，ネーミングも重要な要素と見られる。

（2）参加者へのアンケート調査による結果

参加者の構成は,年齢別では40代,50代が多く，性

別では女性が多く，居住地では多摩地区，東京23区，

八張子市内の順に多く，他県では神奈川県が多い。情

報先は新聞力鐙も多く，記事の掲載が情報伝達の大き

な比亜をiliめている。

イベント内容への感想･意見としては，「いろいろな

体験ができて楽しかった｣，「もっと体験の機会を増や

してほしい」という声が目立った。参加したいイベン

トとしては，森林浴，植物観察，草笛,Dayキャンプ

など幅広く，また，新しいイベンl､のアイデアも多く

寄せられた。

郁市近郊林については，「貴重な自然を残してほし

林業技術No.65319968
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;

if
年を通じて多くの人が参加できるよう，イベンI､内

い，守っていきたい」という意見が圧倒的に多かった。容の充実を|叉Iる必要がある。

（3）マスコミ等からのアンケート結果③森林環境の中で，ピI然とのふれあいを体験する企画

新聞社や市の広報誌が，情報柵にイベント記事を褐は，両親が･･f供に体験させる|盲|的で参加しているも

戦する理111としては，森林や高尾山のPRという公共のが多い。･･",'学料的要素の強いイベントはI隔広

性や,[I然に触れる撒会として紙面の作成方針に合っい年齢肘からの参加があり，淵子の参加は少ない。

ていることなどが挙げられた。また記事掲載のほかのこうした,|;||巡は，そのイベントに求める期待の違い

方法としては，有料広告のほか，地方版の情報担当者でもあり，この点をi肥臓して，より－1爵きめの細か

にも送付するよう助言があった。い対応をしたい。

記蕊として魅力的なイベントについては，小中学生④今|ﾛ|の調査で新しい企画のものに人気があったのは，

をターゲットとする親子対象のものなど，さまざまなイベントに新鮮味があり，ネーミングも工夫した結

意兇が出されたが，おおむね当センター実施のイベン果，マスコミ側の反応も大きく，記事にした社が多

トは，問い評illiを受けたと考えられる。かつた。

4．考察⑤自治体およびマスコミによる記事の掲載理由には，

①参加申し込み者は，特に東京都全体が高い割合を示当センターの目的に沿うところがあり，今後さらに

しているが，これは広報誌，新聞等でイベント情報こうした要望に応えるとともに，魅力的な情報を提

に接する機会が多いためと思われる。当センターと供し，扣互の連挑を図っていきたい。

しては，自治体，マスコミに対し，引き続き情報を5．まとめ

送り，今後とも協力を図っていく必要がある。今後とも，今|ﾛlのような調査・研究を継続しながら，

②イベントの企画については,夏期のDayキャンプ等国民のニーズを的確に把握して，さらに充実したイベ

家族が野外で体験するタイプのものに人気がある。ン卜活動を実施していきたい。

卜

''一

林業技術N().(i5319968
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！
Ｉ勇姫〃禅識芝茄ﾐコンテスメ

根曲竹販売採取跡地の

天然更新状況について
函館営林支局八雲営林署

中家響・高田武則

かき起こし（人力）による育成天然林箇所と，根曲

竹（チシマザサ）の採取のみによる犬然更新箇所を調

査したが，なぜ根1111竹の採取だけで良好な更新が可能

であったかを考察したので報告する。

(1)更新樹種別本数：史新樹種本数は「かき起こし」

によるものより「採取だけ」のほうが圧倒的に多く，

更新樹種はダケカンバが主体で，そのほかはブナ，セ

ン，シナ，イタヤカエデ等である。

(2)更新樹種別樹高：平均樹高は，「かき起こし」29

cm9「採取だけ」が27cmで，あまり差はない。

(3)更新完了の目安を満たした樹種別本数：更新完了

の目安を30cm以上として，この基準を満たした本数

は全本数の「かき起こし」は35％，「採取だけ」は52

％で，後背のほうが良好であった。

なぜ「かき起こし」を行わず，根曲竹の「採取だけ_I

のほうが成縦が良かったか（採取後3年をもって更新

完了のI÷|安をクリアした）を考察してみると，①周辺

に母樹がある，②採取年が種子の豊作年と一致した，

③刈り取った不典なササを筋置とした，④林内からの

搬出方法をキャタピラのついた亜機を使用したため，

史新衲助的な作業が加わったということが考えられる。

このことから,"IMI竹の販売箇所の選定において，

傾斜，慨樹の有無，種子の豊作年を考えて適地を選定

し，作業方法を工夫することにより，採取後に何ら人

の手を加えないで広葉樹の天然更新が図られることが

可能と考えられる。

今回の調査で，根曲竹の販売箇所においてコストの

かからない森林造成も可能となった。根曲竹の販売に

当たって，収入の確保と併せ，天然更新による森林の

造成に努めていきたいと考えている。

第轌回廊業浅〃コンテズメ

帯広営林支局標津(前・弟子屈)営林署

村部岳志
根室(前・弟子屈)営林署

加利屋義広
付部氏
爵

トドマツ人工林の間伐が

残存木の成長と天然更新

に与える影響について

弟子屈営林署符|ﾉ1のトドマツ人工林の比率は44％

で，その70％は4齢級以上であり，今後要間伐林分は

急増していく状況にある。そこで，種々異なった間伐

方法により合理的でかつ実践的な間伐技術体系を確立

する「I的で試験地(弟子屈市近郊77な林小班,昭和21

年植栽）が設定された。1回目の間伐を実施した後す

でに1()～15年を経過したので,間伐方法別に成長量お

よび発生した稚幼樹の生育等について調査したので報

告する。

プロットの設置：昭和55年,間伐方法別に固定プロ

ット5カ所を設定した。A:無間伐,B:単木間伐(上

胸水30～40%),C:ダリ状間伐(1伐2残33%),D

：列状噸水の併#I1(1伐5残中下増水25～35%),E

：列状間伐（1伐3残25％)。

間伐の実行・調査；プロット別に，設定時から11rTI

I~1間伐後までの爽行絲過，現在までの経過および稚幼

樹の発生について調査を行った。

(1)各プロットの成長鼓，稚幼樹の発生および生育状

況を比較した場合,Cが有利に成長した。

(2)40％程度の伐採率であっても,他の林分と同等の

有利さで2回目間伐を実施できると思われる。

(3)定性と列状の間伐方法を整理してみると，①生育

状況，稚幼樹の発生状況を比較しても格段の差異はな

い。②洲森功程的には列状が優位である。③今後，尚

性能林業機械の．|分な活用を考えると，列状のほうが

ｲ秤llである。

(4)llull二|間伐は列状でもなんら問題はないと思われ

るが,21LIIn以降は健全な林分に仕立てるうえからも

定性を考えていく必要がある。

(5)したがって，‘淵査功程のアップ，稚幼樹を有効に

仕立てていく間伐方法等を考慮した施業が必要と考え

ている。

休業技術No.6531996.8
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第”〃抑美凌〃コンテスト

カラマツ人工林の

複層林施業について

’

カラマツ人_.I3林の大径材生産とillli値成長を|叉lるとと

もに，森林資源の保続と造林技術の確立を'1指し，複

I脅林に誘導することをF1標とした試験地（旭川市近郊，

262わ林小班）を設定し，10年を経過したので現況に

ついて報告する。

定量間伐：次の4項目を目標として実施した。①上

層にカラマツ，中層に広葉樹，下層に植栽木（エゾマ

ツ．アカエゾマツ）の三段林型，②侵入した広葉樹を

保残育成,③林内相対照度50%以上,④,､ンネル造林

を避けるため，「I的に応じた間伐方式の採川，⑤地I〃

は，樹冠劉H1が3m以上離れている所に大ﾉ則機械を入

れて実施。

植栽樹種の現況：いずれの試験区もエゾマツに比べ

てアカエゾマツの成育が良好となっている。

天然更新の状況：カラマツ，カンパ類等の樹尚1．30

m以上の幼樹を調査したが,ha当たり13,500本と更

新もよく，カラマツは2.000本あり，樹間でも

’第"回〃業戎〃．黙テスト

|“帥童息i鰡篭
24～32mと植栽したアカエゾマツをしのぐ良好な

成育をしている。

カラマツ保残木の現況：「森林施業の手引｣では，地

位級8以kで目標径級40cm,伐期齢75年となってい

るが，この箇所では55年で40cmに達すると予想さ

れる。

(1)本試験地は，複|翻林施業の体系が確立する前に設

定したものであるので不適合な点があるが，複l曹林施

業をイメージするうえで参考になると考える。

(2)小面砿ではあるが，大型機械による地がき箇所の

更新も良好な成育をしており，植栽箇所の林床にも･ド

刈時に切断されたカラマツ等の更新が多数見られる。

(3)複層林施業においても，方位，地形，傾斜，土壌

条件を判断して，大型機械による地表処理等による更

新も可能と思われる。

今後も観察を続け，資料を保管し，継続調査を期待

している。

森林空間利用林の活用に関する一考察
一音響空間としての森林の活用について－

北見営林支局

留辺蘂営林署

佐藤守夫

森林窄間利用林の位置づけ,取り扱い,活川方法につ

いて調査検討し，その方向性を考察したので報告する。

(1)r巨樹の森」(6年度設定，胸商禰径1m以上の巨

木が林立する多層林に誘導（約54ha))を森林空間利

)1j林の核として，保健文化機能を最高度に発揮させ，

自然とi淵和したレクリエーションの森として具体IWな

活jfjを図る°

（2）「法人の森林」の設定：森林終備に当たって社会

奉仕や社会貢献という性格を持たせ，森林施業にかか

るコストの受爺者負担もねらいとして，「巨樹の森｣の

lﾄIに｢法人の森林」（約22ha,約16,500本，約6,900

nf)を設定した。この特徴は，契約満了時に伐採せず

に,II*lllli評111i額を算出して持ち分の割合で締算するこ

ととし，森林を永久的に育てていくものである。

(3)｢音楽の森」（仮称)の実現：音響空間としての森

林を活ⅡIして．野外コンサー|､ホールの建没すなわち

林難技術N().6531996.8

｢音楽の森」描想実現に向けて地元留辺蘂町と支局･鶚

が一体となり，さまざまな取り組みがなされている。

森林の音響特性・効果について調査・測定された例

は，国内外を通じて極めてまれであることがわかった

ので,その調査を東大生産技術研究所橘秀樹教授(日

本音響学会会長）に依頼した（平成7年度)。

この調査では，①林立する木立によって自然の残糾

が生じるものの，演同などを考慮すれば野外ホールと

しての使用も十分1II能である。②音の伝わり方に関し

て，地面の音響吸収により，低周波数帯域において過

剰減衰が生じる。③シミュレーションによる実験の締

果，柔らかい音色に感じられる等の報告がなされた。

世界にも例がない森林の中のコンサートホール建設

(音楽の森構想)は，新しい森林空間の利用を示すもの

であり，町と一体となってその実現へ協力していく考

えである。
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lXlll身の人|則が，この地に他1判

で学んだ製紙技術を伝え，広め

たことは間述いない。

また，かつての長野県Iﾉjの手

漉きによる製紙業も，内山地区

のようなII1間部で，稲作以外で

の腱閑期における冊ﾘ収入を'二'約

として行われていた例が多いが，

将にこの木島平村や|隣接する飯

l11市地方は，県内紙漉き戸数の

約半数を1l"l130年代までil7有

していた（なお，飯山市におい

ては，現在も手漉きによる和紙

生産を行っている家がわずかに

残っている)。

⑳内山和紙の製造法

内1I1和紙の製造工程を図に示

す。ほかの和紙の製造方法と基

本的には|司じであるが，その中

にいくつかの内l11和紙ならでは

の製造過程が織り込まれている。

例えば，「雪ざらし｣とは，原

料のコウゾの樹皮を雪の上に広

げて並べ，その'二に雪をかけて

行う天然の漂白作業であり,｢凍

皮」は凍結と解凍を交互に行っ

て表皮の分離をスムーズに行う

ための作業で，また，黒皮と白

皮による21glの雪上での天日乾

燥は，緩慢に繊維を解きほく・し

ながら漂白する効用をもってい

る。多雪という苛酷な自然状況

を逆手に利用したこれらの独特

な知恵と作業が，陣･子紙などに

おいては透明度が高く，また，

用紙としては耐久性に優れた内

III刷紙を生み出しているのであ

る。さらに同村には，紙づくり

においては欠かすことのできな

い磯かな清水や製造燃料の薪の

採取が可能な里山も隣接してお

り，かつての製紙業の繁栄の条

｛'|:を具備していた。

奥信濃・内山和紙について
－長野県下高井郡木島平村一

うえはらいわお

上原巖
信州大学農学部森林科学
学科造園学研究室

Ｅ

Ｉ

０

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

９

Ｆ

たいと考えている。

木島平村について

長野県下高井郡木島平付は，長

野県の北部に位漬する全国有数の

豪雪地帯であり，この降雪は夏期

の多湿を誘因する原因にもなるが，

その反面，村･内の豊かな河川や清

水の水資源にもなり，村の主要産

業である農業経営に寄与している。

村には，ブナの一大群落で知られ

るカヤノ平自然休養林もあり，そ

のほか陸l設スキー場や馬IMI温泉な

どを中心とした観光による収益も

近ｲ|急激に伸びてきている。

内山和紙の歴史

①内山和紙の起源，歴史的経緯

「内山和紙｣の名は，村IﾉJ内山

区（内山組）の地籍名に由来す

るとされており，当地出身の萩

原喜右衛門が，江戸初期の寛文

年間（1661～73）のお伊勢参り

の際に紙漉きの技術を学んで郷

里に帰り，伝えたのがその起源

とされているのが定説である。

ほかに，荻原が金毘羅参りの帰

路に美濃の地で紙漉きを学んだ

説や，紙漉きを伝えた人物自身

についても，内山地区の奥地に

住んでいた人が伝えたのではな

いかなどの説もあるが，いずれ

にしても江戸時代に岡村の|『1地

はじめに

ひところ全国的にブームになっ

たいわゆる「村おこし」運動は，

最近になってやや下火になった趣

があるが，しかしながら，それを

契機に人々の意識が自らの住む地

域に向けられ，故郷に伝わる文化

について再考するようになった傾

向があることもまた事実である。

長野県の北部に位置する，ここ

下高井郡木島平村においても「内

山和紙」という全国的にも著名な
す

手漉き和紙があるが，近年は生産

効率の良いキノコ経営やスキーを

はじめとする観光ブームなどの陰

になり，地域住民からもいつの間

にか“脇役”的な存在として考え

られるようになってしまっていた。

しかし，一連の村おこしブームの

ころから，一時期はl､口火になっ

ていた人々の内山和紙に対する情

熱の灯火にも徐々に明るさが戻っ

てきている。筆者は，村内に位置

する下高井農林高等学校に1995

年の春まで7年間，林業科の教員

として赴任していたが，その間，

この内1I1和紙と機会あるごとに接

することができた。本稿ではこの

内山和紙を会員の皆様に紹介する

とともに，地域の伝承品の持つ多

様な意義，叩能性の再考に寄与し

林業技術N().6531996.8
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’

図・内山和紙製造工程

写真①挿し木で育成したコウゾの苗木
(1994年祥、ドiWill:腱林i測校にて搬彬）

⑳内山和紙の性質，用途

内11l和紙の特徴としては以~ド

のようなものが挙げられるが，

主な用途としては，障子紙をは

じめとして，絵画・香道用紙，

台帳等の記録保存用紙，そして

美術工芸品などが代表的なもの

である。

.軽い

・通気性がある

・弾力性に富んでいる

・性質は中性で，耐久性に優れ，

長期保存が可能である

⑳現在の木島平村における内山和

紙の普及活動について

昭和33年（1958）当時には．

林業技術No.6531996.8

内山地区69戸のうち，25戸が

紙漉きを行っていたが，現在で

はすでに，同村･Iﾉﾘにおいても内

|||和紙を昔ながらに漉く腱家は

一IlfI:もなく，代わりに年間を通

して安定した生産が､｣.能なキノ

コ栽端などに転換した農家が見

られるようになっている。しか

しながら,lﾉﾘ111和紙の起源．発

祥地として，内1I1地区に「内1I1

手すき和紙体験の家｣が昭和62

年（1987）に完成し，｜可施設で

内山＃ll紙の手漉きの実演や体験，

注文・販売も行われ、地域唯一

の内山和紙の資料館としての機

能も兼ね備えながら逆営されて

いる。訪問客には，観光のほか

に，地元文化の研修や地域学校

の体験学習の場としても活用さ

れている。

,原料コウゾの性質，挿し木づく

りについて

コウゾ（楕）はクワ科の落葉

低木で，耐陰性は陽樹であり，

水分に対する要求度はやや高い

（この点から見ても木島平村は，

コウゾの生育に適合している)。

繁殖方法は分根が一般的であ

るが，試みに私は挿し木苗の育

成を行ってみた。方法は，一昨

年の秋に，村内に自生する直径

1cm前後のコウゾの木から長さ

18cm程度の挿し穂を採取し，園

芸用のプランターに鹿沼土を入

れ，1プランター10本で合計

15プランターに挿し木を行い，

（挿し木の半数には市販の発根

促進ホルモン〔インドール酪酸〕

の処理も行った）その後の冬期

間は温室に入れて育苗を行った

のだが，苗木の萌芽開始は発根

（白根)よりも先の1月上旬より

兇られ，開葉後の生育も順調で．

最終活着率は発根促進ホルモン

処理の有無にかかわらず,90％

以上であった。こうしてコウゾ

の挿し木苗による繁殖の容易度

についても,再確認ができた(写

真①)。

，内山和紙を使った絵画個展につ

いて

筆者には水彩抽象画を描く趣

味もあるが，最近は内山和紙を

画材として絵を描いている。個

腱も長野県内で数回開かせてい

ただいているが(写真②)，柔軟

性と強靭性を兼ね備えた内lli和

紙の特性は，色の重ね塗り，色

彩の奥行きなどを可能にし，ま
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写真②内山和紙を画材に行った筆者の個展のようす

(1995年6ﾉ1,伊那市立図普館にて）

た自然の暖かい趣を絵に与え，べきであろう。

画材としての優秀性も持ち合わ 地域伝統工芸品の可能性

せている。これが筆者が股も内について

111和紙にほれ込む所以であるが， 以上，長野県下高井郡木島平村

このように美術工芸の材料としの内山手漉き和紙の歴史や特徴に

ても，なお個性を発揮することついてふれてきたが，この内I11fll

ができるような内111#1I紙には，紙のように日本各地にはその地域

これからもさらに他方1mからその特質を生かした伝統工芸品が数

の鉱脈を発見する試みがされる多く存在し，その「伝統」と呼ば

＊ ＊ ＊

高校生を対象とした

高性能林業機械研修

ちのひろし

千野博
j

，

山梨県林務部林業振興課

林業専門技術員 ’

1．はじめに

森林整備蝿い手対策蕪金事業の

一環として地元の腱林商校生を対

象とした高性能林業機械研修を行

った。きっかけは，①森林整備担

い手対策基金が創設されて独自性

の事業が遂行できること，②生徒

の多くが機械に興味を抱いている

ことを知り合いの教師から聞いて，

③最先端の高性能林業機械を通じ

て，変わろうとしている現代の林

業作業の状況を知ってもらい(II1

梨県の場合，高性能林業機械化は

スタートしたばかり),将来の森林

整備の担い手の養成を|叉lる等の事

111等があげられ，まさに基金の精

31
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れるものには，歴史的な背景とと

もに，ある特質や「個性」も内含

されているといえる。「個性」は，

時として，時代の風潮や，とかく

生朧効率が最重要視される現代社

会経済の機樅においては，順応す

ることが困雌な，どちらかといえ

ば慰鈍ともいえるほどの不適応性

を持ち合わせることもあるかもし

れないが（例えば，内山手漉き和

紙の生雄性は200～300枚/fiが精

一杯で，とても現代製紙の効率性

には及ばない)，逆に，その不適応

性には同||#に不変の個性が存在す

るとも荷い換えることができるの

である。iliび往時のような存在と

なりうることがたとえできなくて

も，篭稀自身は，この伝統'二芸品

の持つ個惟の不変性を静かに見つ

めていきたいと思っている．

《参考文献》

(1)ri『;濃の手漉き和紙」：岩見光昭，
偏漉脈11新聞社1979年

(2)「布"1樹木|叉I説（林木編)』：林弥
栄、賊文堂新光撒1969年

神を受けて実施したものである。

2．研修内容

研修にあたっては，本県森林総

合研究所の機械部|I11棚:11の水上林

業専II11技術員と腱林商校の森林科

学科の先生方と打ち合わせ会を持

ち,1･1程と識披内容を決定した

(表･1，2参照)。

検討課題

①限られたII#間の中で多くの生徒

を対象に実施することから，ど

の程度理解してもらえるのか。

②高性能林業機械の使用可能日と

学校スケジュールとの調整。

③実習場所の確保。

課題の||程については，先生方

の協力を得て，また，実習場所等

林業技術N()6531996.8
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ムによると考えられる。

④次に，森林組合と本県の林業に

対する希望，林業を就労の場と

して考えているかについてのI111

答。

森林組合については，1年生

10％，2年生88％，3年生66

％が知っているが，その業務内

容についての質問については，

その大部分が授業を通じて知っ

ているだけで，身近な森林組合

の名前を知っていても実際の業

務内容を知っていた生徒がわず

かでしかなかった。

このことは，林業行政に桃わ

るものとしてショックの感があ

ったのは否めない。生徒の実家

の多くが林業を営んでいないこ

とも一つの要因であるが，行政

の怠慢さも否定できないのでは

ないかと痛感したところである。

山梨県の林業に希望を持って

いるか,との質問については表．

5のとおりである。3年生の70

％以|きが本県の林業に希望を符

っていることが如実に示されて

いることは喜ばしいことであり，

そのための基盤整備（ソフト面

含む）が急務となる。

そこで，実際に業務に就きた

いかどうか聞いてみたところ，

林業が機械化されるならば働い

てもよいとの回答が1年生76

％，2年生65％，3年生75％

となっており，希望が持てる数

値を示した。

⑤その他，今回の研修で感じたこ

と，研修への希望など記述して

もらったところ，忌輝ない意見

を聞くことができた。その中で，

気付いた点を列挙すると次のよ

うになる。

＜1年生＞

表･1研修の概要

④次に、
対象者 山梨県立農林高校生1年生40名（内女子1名)，

2年生39名（内女子1名),3年生25名（内女子0名）

山梨県森林総合研究所ならびに山梨県中巨摩郡敷島町県有林内

水上篤林業専門技術員（機械）

・ハーベスタ・タワーヤーダ・フォワーダスキッダ

研修場所

調師

機棚の種類

表･2研修の日程と講義内容

学年1日目2日目

ピデｵ教材儲目(森卿漁合研霜）
1年．…･･･…･･‐･････－－－－－－－－－．．．．…---.---.--･…･･･－－－－－
各憾鶏勵規学(憲赫総合研癌）

3日目

（午前）

（午後）

ピテｵ教材圃冒(森脚聡合研霜）
守守寺今や隼●●●一色年●｡●ロ｡●－号一一一一一一一一●●●今

各種称鶏闇概見学(憲赫総合研癌）

（午前）
＝＝e■一一ローーー今今＝■

（午後）

現地で識蕊
一凸争ゆ凸凸凸｡‐●●●年●●令｡＝｡＝＝●＝＝■一一一一一手一

タワーヤーダ

ダ
ー
タ

一
一
ス

ワ
ー
ベ

オ
ー
ー

フ
ー
ハ

2年

現地で講蕊
い■凸●申･凸一由や●守一幸一＝＝■一色一■①

タワーヤーダ

ダ
ー
タ

ー
ー
ス

ワ
ー
ベ

オ
ー
ー

フ
ー
ハ

ピデｵ教材圃君(森林篤洽研究”
一一一一口■舍争cc■｡●一一一一一一÷一一一一一一一一一一一令一

車両系機械梗打機モノレール
3年

についても県有林を使用すること

で決着した。

なお，ビデオについては「活躍

する高性能林業機械｣｢夢ある林業

をめざして」r魅力ある林業｣など

を利川し，テキスl､についても機

械部門拠当の林業専門技術員が作

成したものを使朋した。

3高性能林業機械研修を

実施して

今'1'lこの研修の後，生徒たちの

高性能林業機械に関する関心，森

林幣備担い手基金事業の性質から

県内林業への期待度，あるいは筆

肴が森林組合担当であることから，

森林組合の知名度などについてア

ンケートを実施した。回答件数は

1年生33名，2ｲ1i生34名，3年

生24希であった(1劃答率88%)。

①商性能林業機械の必要性につい

て尋ねたところ，1年生97％，

2年生80％，3年生79％と高

学年になるほど数値が下がった

が，本県の場合，地形が急峻で

あり施業I揃獄は小さいという現

状の認識の表れかもしれない。

3,i?i性能林業機械への興味につい

てはどうか（表・3参照)。また，

満性能林業機械実習の機械操作

について尋ねたところ，表･4の

ような絲果を示した。

以上2つの表から，高学年ほ

ど筒性能林業機械に興味を示し

ているが，尚性能林業機械に対

して専'111の知識が必要と考えて

いることが理解できる。これは

3年生のカリキュラムが体験機

種も多く実技主体に対し，1年

生は森林総合研究所での実習と

いうカリキュラムの内容に起因

していると思える。したがって，

次年腱以降1,2年生が多くの

機種の実技体験後の変化も興味

のあるところである。

3商性能林業機械に興味を持った

生徒に，特にどんな機種に興味

を持ったかを尋ねたところ，1

(F4I;はプロセッサ,2年生はタ

ワーヤーダとハーベスタ，3年

生はタワヤーダとハーベスタそ

れにスキッダとばらつきがあっ

たが，これも研修のカリキュラ

林堆技術N().6531996.8
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表･3高性能林業機械への興味（％）

表･4高性能林業機械実習の機械操作（％）

機械が好きなのでこんな

機械があるなら側いてみ

たい

●1週間く'らいの研修であ

ってもよい

●機械化された林業ならば

働いてみたいが求人がな

い

●林業にI脚する求人がない

ので技術を習得しても生

かす場所がない

は胸が捕むところである。

換言すれば，林業労働問題を論

じている“側”の受けⅢlが未整備

であることを如実に表しているこ

とでもある。本県の場合，県土の

78％が森林であることから,資源

財，環境材からも森林盤倫は必要

不可欠である。

タイムリーにも，その高性能林

業機械化整備の体制づくり，労働

省と共管の雁用管理改善措慨も織

り込んだ林野三法が，今年新たに

施行されようとしている。あとは，

その制腱を利用し林業事業体がど

のように受け入れ体制を雛えるか

が．本曝の場合，当面する大きな

I課題である。

5おわりに

今阿初めて高校生のための高性

能林業機械研修を学校と行政--.体

で実施した。尚校生が非常に高性

能林業機械に関心を寄せており，

それらの機械を使っての林業には

希鵯を持っているのがはっきりボ

された。

森林組合の業務内容を知らなか

ったことからも，今後，より林業

を身近なものとして感じてもらう

ためにも研修|ﾉﾘ容を充実させると

ともに，生徒の希望がかなえられ

るよう行政としてもその受けlⅢ体

制の雑備に努めていきたい。

表･5山梨県の林業に希望を持っているか（％）

●林業の仕事をしたい

●研修日が1日では短い

●磯械は早いが，人がするよう

にていねいにできない

●林業のことをもっと知りたい

●高性能林業機械に驚いた

く2年生＞

●研修時間が短い。もっと時間

を増やしてほしかった

●機械を十分操作したかった

●高性能林業機械を使った本当

の現場を見てみたい

●貴重な体験ができた。林業関

係に就職するには役立つ

●女性でも操作できる。慣れれ

ば恐くない

●いろいろな機種を勉強したい

く3年生＞

●初めて接する機械で驚いたが

操作は意外に簡単だった

●林業は大変な仕事であるが，

●自然の中の仕事で道路工事の

ような3Kのイメージはな

い

●資格を取りたいが，専門を生

かせる職場がない

4．総括

生徒の高性能林業機械に対する

関心の高さ，3年生の70%以上が

山梨の林業に希望を持っているこ

とが今胴|の調森で示され，光明を

見いlllした感を強くした。しかし

その反面,3年生の言っていたr機

械化された林業ならば|伽いてみた

いが求人がない｣r高性能林業機械

技術を習僻してもそれを生かす場

所がない』。このことは,林業労働

|淵題を論じるときの枕高梁r過疎

化・高齢化に伴う新規参入荷・林

業後継者不足」の蕊に隠されてい

る一つの問題を露呈しており，わ

れわれ林業行政に携わる者として

林業技術N《)6531996.8

非常に興味がある

ちょっと興味がある

普通

あまり興味がない

全く興味がない

1年生

５
３
７
８
７

１
３
２
１

2年生

５
８
５
２
０

１
３
３
１

3年生

２
２
４
８
４

４
４

予想以上に簡単

専門の知識が必要

どちらとも言えない

1年生

40

42

18

2年生

50

29

21

3年生

８
４
８

３
５

かなり持っている

多少持っている

普通

あまり持っていない

ほとんど持っていない

1年生

８
０
０
６
６

１
３
３
１

2年生

９
１
４
０
６

２
４
２

3年生

８
３
７
４
８

３
３
１
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会員の広場

林業とは何だ

雷首睾誰|福岡灘繍撫鰐I

4版)には，「土地に林水を仕立て

て培養し，これを経済的に利用す

ることを目的とする生産業」と記

載されている。

いずれにしろ，わかりにくい。

＊÷琴

農業とは耕作・養畜・養蚕の業

務。「農業協同組合法」（昭和22年

11/19法第132号）

漁業とは水雌動植物の採捕・養

殖事業。r漁業法」(I13和24年12/

15法第267号）

誠に明快である（表参照)。

農業，漁業の法的規定は明確で

あるのに，なぜ，林業の規定はな

いのか。なぜ，事典・辞書の記載

がわかりにくいのか。

＊＊÷

江戸時代には，山林は幕藩が管

理しており没亜な資源財産として，
との

地元村民の採取禁止をした「留
や典 あけや丘

山｣，需要材伐採を認める「明II1」

制度を設けていた。

一般国民がill林を符理するよう

になったのは，明治以降である。

しかし,大多数の腱業従事者は｢入

り会林」または，自家の生活に必

要な森林生産物を得る小面秋の森

林を所有するにすぎなかった。

そこで，股業従事肴には，森林

産物が換金産物であるとの考えは

希薄であったと思われる。したが
居りわい

って，今日まで，生業としての林

業の定義が不明確なのではないだ

ろうか。

現代は行政にもボーダレス化の

傾向が見受けられるが，森林・林

業の政策展開には明確な林業の定

義が必要ではないだろうか。

また，都市住民の方々に森林と

併せて林業にもご理解をいただく

ために林業の定義づけが必要と思

われる。

そこで，次のように林業を定義

づけてみた。

「林業とは，本来森林に生育する

植物・菌類の生産・加工・流通業

務」

このように定義した「林業」に

｢森林公益機能｣｢鳥獣保謹｣｢狩猟」

等々を加えて，社会性を具術した

林政の円滑な推進に努めたい。

4こり

「私は樵です」

近ごろ，初対而の方には，こう

ごあいさつすることにしている。

一|侭，間を樹いて「え…，山の

お仕事ですか？」

少し興味を持った方は,「山の仕

事って林業ですよねえ」「林業て，

どんな'1;をするんですか」

最近，こう素直に聞かれると，

戸惑いを覚えるようになりました。

林業とはなんだ。

法的には「森林」や「森林所有

者」の規定は明確だが，「林業」の

規定はどこにも記されてないので

ある。

「林業間科事典」（丸善・日本林

業技術協会編昭和46年1月20

H発行）には，

(1)狭義の林業林木育成から立木

売却に全るまでの生産過程。

(2)広義の林業狭義の林業のほか

に，立木買入れから素材売却に

至るまでのいわゆる伐出業を加

えたもの。

(3)最広義の林業広義 農林漁業の定義

の林業のほかに，木

材を脈料とする諸工

業，すなわち林業関

連産業を加えたもの。

……。林業とは普通

にIII林所有者と伐出業

者の生ﾉ紫的機能という

うことになる。と番い

てある。

また，「腫辞苑」（第

区分

美

エリア

(土地）

従事者

林堆技術N().6531996.8

農

農業＝親作・震蓋遜至の築務

農民が行う薪繼牛澤

『農業協同組合法」(S22.11/19法第1躯

吾）第3条

農地＝耕作の目的に供される土地

採草放坂地＝農地外で主として帆作まだ

は養畜のだめ採草・駁収に供される

土地

r農地法｣(S27.7/15法第229号)第2条

農民＝自ら農業を営む個人，まだは麗

業に従事する個人

｢農地法｣(S277/15法諾229号〕第2条

林

蘇杯＝洞ヨガ渠宜して生育している土

地およびその土地の上にある立木竹。

詞可の築団銅蟷育に供される土雌

｢罧聯法｣(S26.6〃6法第249号〕第2桑

森堺所有者＝権原に基づき森林の工地の

上に木竹を所有し，育成することガで

きる音。

'~森絲法｣(S266/26法第249号)第2条

漁

漁業＝水産軸駒吻の採捕・養彊事業

r漁菜法』(S24."2/15法莞267号)第2
等

漁業者＝漁業を営む者

漁業従＄者＝漁業者のために水産動僧物

の採荊養殖に従躯する者。

｢漁典法」（S24,12/16法第?67号)第2条
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〃業蔚顔行箏一萱

月8

行了W名 i2催団体／会場／行’11内容等|漣分 IUIMI

"1411ilfIII緑化樹木生Ⅲ
経営コンクール

㈱H本植木協会（念03-3586-7361)／模範的かつ先導的な生産経営を行っ
ている者を選び．その表彰を行うとともに．これを優良堺例として金剛に
紹介・普及して：業界全体のレベルアップに黄する。

茨城県森林組合連合会(a029-225-2021)/募撫規定：部門…小学校低学
年(1～2年)の部,同巾学年(3～4年)の部,同高学年(5～6年)の部,中
学生の部｡題材…森林,木材,林業に関するものであれば[1III(締切9/13)/
人選作品は雑誌｢森林組合｣｢林業いばらき｣誌I｣刊木材新聞等に掲峨予定。

(柵アフリカ協会(a03-3501-1878)･関西アフリカ協会(aO6-208-5401)'
卿大阪国際センター(盃06-772-5931)／訪問地：セネガル共和国テイエス
州／砂漠化防止のための植林活動に参加し，アフリカの現状と11ll題を身を
もって体験する。砂漠化の進行状況の視察，械林禰勘への参加，現地li"
との交歓会浮を行う（募集人数･･･20名，参加費･･･325､()00111)。

岡II1県八束村(a0867-66-2511)/八束村蒜山!I』学校体育館／テーマ：「分
水紺から蝿かな末来を考える｣,(8/21)…全国分水徹llillIJ付協縦会哩!jI会ほ
か，（8/22)”･縫調講演(i:IIIのぷ代氏),パネルディスカッションほか。

全H本そまびと選手権大会火行委風会（川上村役吻恋07465-2-0lll)/川
上村大字西河林業総合センター／1チーム:l人で丸太切りなどの鯛伎を『j:
う･

奈良県鯨林組合連合会・奈良蝶木材脇II1組合迎合会・奈良ﾘR林業研究グル
ープ連絡協議会・奈良県木材背壮年間体連合会／奈良雌林材大会・疎林フ
ォーラム（橿原市社会福祉総合センター，8/31)，森林体験ツアー（吉野
町､10/12),児童生徒木工_E作展(桜ﾊ:市あるぼ～る,9/27～10/l),小椛
水展示即売会(桜井市桜井小径水センター).木材腱示即売会(9/27～ll/13)

全 １
－
１－ 7.10～1231

1191.24
(炎膨式）

7.1()～9．13茨城 緑の作文コンクール

大阪 819～30

(セネガルで
は7irlSII)

GREENSAIIEL'9(i

サヘル地域の緑化協ﾉJミッ
ション

ili111 ﾘ9回余IM分水棚（界）則ノ
ミッ1，

8.21～22

〆武
Pj君 X;111'11全II水そまびと逆

f樅大会
良 8．25

農良県林材まつり H､:‘11～11．1:｛〃

月9

E催聞休／会場／行覗内容辱行il｛名 ｌＩＩＩＩｉｌりＩ区分

卿神戸国際交流協会(aO78-303-0029)･HI:ﾘ丁業新聞社ﾉ《阪支社(a06
-946-33鼬)／神戸国際展示場(神戸ポートアイランド)／惟宅建材，住宅設
備機器,建築材料,景観材料のI垂|際兇本市および縦減会ならびに製冊I魏明会。

棚ゴルファーの緑化腿堕協ﾉﾉ会(画03-3584-2838）・ll本綴済新聞社("03
-3270-0251)/日経ホール(東厳部千代川区ﾉ<手町1-9-5tl経ピル5階)/
防災随樹はどのように械戦すればよいかの研究をまとめ，練馬I塞な大泉'巾
学校においてモデル植樹を行い，それらの成果を披露し、今後の災需対策
に生かすためのシンポジウム／懸賞論文炎彰式・柵減・モデル航樹紹介と
ハネルディスカッション（入場料･･･無料)。

寓城県嶋下町(a0229-82-2111)･鳴荊ill観光協会･鴫了ⅢI物潅協会/I!$f
小学校体育館／各系統工人出IY!作IY!の審査･炎彩.製作･描彩の爽漁,販売等。

全｢1本111岳写典協会(a03-3634-8030)/東点裟術刷場5階腱ボギヤラリ
ー／全国の111岳写真愛好家と協会会員の作"Iを膿ボし.111m･風溌写典の
文化普及を似lり自然を守る瞥鐡とする（入場撫料)。

側i11本レクリエーション協会・愛知県・名古腿市･ili＃肺・犬II1市・小牧
巾・災久f町ほか／全国符地および各ﾘj門緬域におけるレクリエーション
連動の成果を締集し研究協議を行うとともに，掛棚レクリエーション実技
の交流を行う（参加費･県外3000P1,県内10001'1)。

㈹林水育種協会/1911現地視察（津川l11試験地，沖のIII天然スギ),20H
榊淡･討論(IMIIII県津IIIiljiltill"II1ホテル)．，洲帥("IIIi大'職斗'1緋救授外山
三郎氏ほか)｡

柵愛知建築士会・〈閑中部維済新聞社／称lr殿lli'|!小企業振興会館吹|:ホー
ル/IEI内外の建築材料，機器およびI卿連製IY!の鵬ﾌパ（人場雛料)。

卿林業土木コンサルタンツ（冠03-3582-1955)／森林技術総合冊修所／①
環境影響評伽研修(9/3()～10/4)，②森林と水資源研修(10/Ll～18),③林
内路網と地形・地鷺研修(10/21～25)。

豊かな森林づくりのためのレディースネットワーク・21（束〃(郁港I>《赤坂
1-9-13三会堂ビル㈹全卿林業改良普及協会内画03-3583-8461)/応罪資
格･服飾関係pll1の仕事に興味のある方等どなたでも。応募嬰領．①応募
はデザイン画とし，指定の応募用紙を使川，②応弊点数は制限なし，ただ
し未発表のものiこ限る，③応募作品は返却できません。瀞徹雄準･･安全性
に優れ磯能的でかっこ良く仕事がしやすいこと,2111t紀の明るい1I1仕蝋の
イメージにふさわしいこと。賞･･大蝋(1077)1点･難大賞(5万)1点・
佳作2点・その他各麓を用意。大賞受賞特には林野庁長宵微を授与。

兵庫 KOBEインターホーム'96 9．4～7

中央 lill1iの防災W棚にlHlするシ
ンポジウム

｢緑のある朧らし－li"I
があなたの安全を守る』

9.5
13:11{)～16::10

"-121ml"1'1こけし祭り

96余｢1*III僻導典鵬

城
京

宮
東 今

〃
■１

８

－

－
２
７
１

骨９
９

愛知 "501111令剛レクリエーシ
ョン大会IN蝿知

9．13～15

第31ul泄伝行棚セミナー
｢スギ遺伝育孤の今HとIﾘ1
1]J－2111上紀の荷祁峨略－
，96越築総合腱N八(;OYA

岡山 9．19～2(）

Ｔ
Ⅱ
Ⅱ
９
心
◆
ａ
」
も

棚
碑
聖
斤

愛
束

919～23

10:00～17:00

9．30～10．25F成8年腱公lﾙl研修

中央 第1回これが2111t紀のlll
の仕l鰄帝だ.ﾉコンテスト

締切9．30

林業技術No.6531996．s
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タ
ウ
リ
ン
こ
そ
老
化
防
止
食
な
の
だ

や
が
て
、
夫
も
子
も
世
を
去
り
、
係
ま
で
も
こ
と

ご
と
く
死
に
絶
え
た
が
、
自
分
だ
け
が
二
十
代
の
肉

体
の
ま
ま
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
も
う
六
百
年
も
生

き
長
ら
え
て
い
る
、
と
嘆
く
の
で
す
。

け
し
よ
う

化
生
（
化
け
も
の
）
の
者
で
は
な
い
か
と
怪
し
ま

れ
て
、
土
地
に
い
る
こ
と
も
で
き
ず
、
漂
泊
の
末
に

津
峰
の
山
中
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
と
、
女
は
読
を

出
し
て
泣
き
じ
ゃ
く
る
の
で
し
た
。

あ
る
貝
の
肉
を
食
べ
た
と
こ
ろ
、
不
老
不
死
の
身

と
な
り
、
何
百
年
間
も
生
き
続
け
る
と
い
う
女
の
伝

説
は
、
古
く
か
ら
あ
り
ま
す
。

や
お
び
く
に

最
も
多
い
の
が
、
「
八
百
比
丘
尼
」
で
、
八
百
歳
ま

で
生
き
な
が
ら
え
、
全
国
を
旅
し
続
け
て
い
る
と
い

う
比
丘
尼
（
尼
僧
の
こ
と
）
の
奇
談
。
そ
の
容
貌
は

美
し
く
、
十
五
、
六
歳
の
娘
に
し
か
見
え
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

不
老
不
死
の
若
さ

を
保
つ
要
因
と
な
っ

た
の
は
、
九
穴
の
ア

ワ
ビ
、
あ
る
い
は
ホ

ラ
貝
、
中
に
は
人
魚

の
肉
を
食
べ
た
た
め

と
い
う
例
も
あ
り
ま

す
。

な
ぜ
、
貝
類
が
不

老
不
死
の
妙
薬
に
な

る
の
か
と
い
い
ま
す

と
、
そ
の
肉
に
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
る
タ

ウ
リ
ン
と
い
う
ア
ミ

ノ
酸
の
た
め
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
タ
ウ
リ
ン
に
は
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
下
げ
た
り
、
動
脈
硬
化
の
予
防
や
血
圧
の
安
定
、

さ
ら
に
は
心
臓
を
丈
夫
に
す
る
な
ど
の
働
き
が
あ
る

と
い
わ
れ
、
最
近
注
Ｈ
さ
れ
て
い
る
成
分
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
肝
臓
の
働
き
を
よ
く
し
た

り
、
疲
労
の
回
復
や
視
力
の
衰
え
を
防
ぐ
う
え
で
も
、

役
に
立
つ
そ
う
で
す
。
か
ん
そ
う
さ
だ
ん

江
戸
時
代
の
『
閑
窓
璃
談
』
に
も
、
「
不
死
の
薬
は

せ
つ
け
つ
め
い

Ｈ
本
に
あ
り
。
日
本
海
中
の
石
決
明
（
大
ア
ワ
ビ
の

こ
と
）
こ
そ
長
生
の
妙
薬
」
と
あ
り
ま
す
。

ア
ワ
ビ
や
ホ
ラ
貝
な
ど
に
は
、
タ
ウ
リ
ン
に
加
え

て
、
若
返
り
の
ビ
タ
ミ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｅ
や
Ｂ
類
、
亜
鉛
な
ど
が
多
く
、
六
百
年
も
長
生

き
し
た
と
い
う
津
軽
の
山
棲
み
の
女
性
が
食
べ
た
貝

に
は
、
そ
れ
ら
の
成
分
が
特
別
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

暗
が
り
で
物
を
見
る
能
力
を
〃
暗
視
野
能
力
″
と

い
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
高
め
る
の
も
タ
ウ
リ
ン
の
作

用
。
「
ネ
コ
に
か
つ
お
節
」
と
い
わ
れ
、
ネ
コ
が
魚
を

大
好
き
な
の
も
、
実
は
、
魚
か
ら
タ
ウ
リ
ン
を
補
給

し
て
暗
視
野
能
力
を
高
め
る
た
め
な
の
で
す
。

あ
な
た
の
近
く
に
、
ア
ワ
ビ
の
好
き
な
髪
の
長
い

女
性
が
い
た
ら
、
さ
ま
よ
え
る
〃
不
死
の
女
″
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
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蕊
溌
溌
醸
駿
溌
溌
鰯
溌
溌
駿
畿
溌
駿
溌
駿
畿
醗
溌
醗
畿
毅
畿
醗
醗
識
穀

霧
議
霧
鍵
霧
潔
灘
職
蕊
灘
譲
灘
雛
鍵

職
職
蝋
繩
燕
蝋
識
繍
郷
赫
織
峨
繊
識
撫
澱
職
織
織
織
繍
職
繊
繍
柵
織
職

蕊
識
灘
灘
識
議
灘
蕊
綱

画
ａ
司
誕
Ａ
罰
へ
＆
『
ｘ
ａ
可
江
愈
コ
リ
ェ
ａ
『
望
魚
弓
埋
ａ
ブ
琴
観
望
叉
獄
割
ば
軽
く
軌
Ｍ
認
八
勤
又
八
画
ワ
傍
目
Ｍ
歴
ｎ
け
Ｋ
瞬
凰
Ｍ
Ｋ
い
回
扉
院
閏
〆
勤
〆
等
酬
プ
冬
勤
湛
八
鋤
ｘ
ａ
Ｊ
穴
勤
望
ａ
プ
秀
勤
ゾ
ヘ
ａ
プ
等

奇
妙
な
美
女

世
の
中
に
は
、
奇
妙
な
話
も
あ
る
も
の
で
す
。

け
ん
か
ど
う
ざ
つ
ろ
く

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
の
『
莱
葭
堂
雑
録
』
と

い
う
書
物
に
出
て
い
る
も
の
で
、
九
州
か
ら
青
森
県

に
や
っ
て
き
た
、
伊
万
里
の
陶
器
商
の
体
験
談
と
し

て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
日
Ｉ
。

村
々
を
商
売
し
な
が
ら
回
っ
て
い
る
う
ち
に
、
山

の
中
で
道
に
迷
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
行
け
ど
も
行

け
ど
も
人
家
は
な
く
、
山
は
深
く
な
る
ば
か
り
。

の
ど
が
乾
い
た
の
で
、
谷
川
に
下
り
て
行
く
と
、

「
野
菜
の
く
ず
の
流
れ
来
る
を
み
て
、
さ
て
は
、
川
ｋ

に
人
里
あ
る
と
力
を
得
て
」
（
同
書
）
、
ど
ん
ど
ん
ｋ

っ
て
い
く
と
、
若
い
女
性
が
山
菜
ら
し
い
も
の
を
洗

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
女
性
こ
そ
奇
談
の
主
だ
っ
た
の
で
す
。
あ
る

時
を
境
に
、
彼
女
の
体
細
胞
は
老
化
を
停
止
し
、
そ

の
時
点
の
若
さ
の
ま
ま
で
、
延
々
と
生
き
続
け
る
宿

命
を
背
負
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

陶
器
商
が
一
夜
の
宿
を
頼
む
と
、
女
性
が
、
ど
こ

か
ら
来
た
の
か
と
尋
ね
た
の
で
、
九
州
の
筑
前
（
福

岡
県
北
西
部
）
と
答
え
ま
し
た
。
す
る
と
、
女
性
は

目
を
う
る
ま
せ
な
が
ら
、
私
も
同
じ
土
地
の
者
で
す

と
い
一
つ
０

ホ
ラ
貝
の
肉
に
含
ま
れ
て
い
た
不
老
物
質

「
国
の
人
に
め
ぐ
り
合
う
の
も
縁
な
れ
ば
、
今
夜
は

家
に
て
休
み
給
え
」
（
同
書
）
と
、
女
性
は
家
に
案
内

す
る
と
、
身
の
上
話
を
始
め
ま
し
た
。

女
性
が
生
ま
れ
た
の
は
、
何
と
平
安
時
代
末
期
で
、

あ
ま

親
は
海
士
を
し
て
い
ま
し
た
。
結
婚
し
て
子
に
も
恵

ま
れ
、
平
和
な
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
文
治

元
年
（
二
八
五
）
、
壇
ノ
浦
の
合
戦
で
源
氏
に
敗
北

し
た
平
家
の
武
将
た
ち
が
、
村
に
落
ち
の
び
て
き
ま

し
た
。

そ
の
中
に
、
合
戦
の
最
中
に
入
水
さ
れ
た
は
ず
の

み
か
ど

安
徳
天
皇
と
申
さ
れ
る
帝
が
お
ら
れ
、
山
奥
深
く
に

仮
の
皇
居
を
構
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
女
は
「
わ

わ
ざ

ら
わ
も
海
士
の
手
馴
れ
し
業
な
れ
ば
、
磯
の
物
な
ど

さ
さ

取
り
て
御
所
に
も
折
々
は
捧
げ
は
べ
り
し
」
（
同
書
）

と
語
り
、
や
が
て
重
い
病
気
に
か
か
り
、
寝
込
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

片
田
舎
の
こ
と
と
て
薬
も
な
く
、
日
に
日
に
衰
弱

し
て
、
死
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
た
と
き
、
子
供
が

何
と
か
し
て
母
親
に
元
気
を
つ
け
た
い
と
願
い
な
が

ら
磯
に
行
き
、
大
き
な
ホ
ラ
貝
（
巻
貝
の
一
種
）
を

拾
っ
て
き
て
、
柔
ら
か
く
煮
て
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た

の
で
す
。

そ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
美
味
で
、

二
日
、
三
日
と
食
べ
続
け
て
い
る
う
ち
、
病
気
も
治

り
、
前
に
も
増
し
て
元
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
「
幾
春
秋
を
重
ね
て
も
老
衰
の
か

た
ち
な
し
。
不
老
不
死
の
薬
に
て
も
や
は
べ
り
け
り
」

（
同
書
）
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
、
あ
の
ホ
ラ
貝
は
不
死

の
霊
薬
だ
っ
た
に
違
い
な
い
、
と
思
う
よ
う
に
な
る

の
で
す
。
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更
新
群
の
大
き
さ
な
ど
、
技
術
的
に

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が
各
地
で
試
験
を
行

い
な
が
ら
、
そ
れ
ら
実
践
的
積
み
上

げ
に
よ
る
見
通
し
を
つ
け
た
う
え
で
、

新
し
い
施
業
を
展
開
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

さ
て
、
ド
イ
ツ
人
の
森
歩
き
好
き

が
、
従
来
の
生
産
中
心
の
森
林
施
策

か
ら
ア
メ
ニ
テ
ィ
重
視
の
施
策
へ
切

り
替
わ
る
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
っ

た
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
ト
ウ
ヒ
な

も
あ
れ
、
彼
ら
の
姿
勢
の
立
派
な
の
は
、
正
し
い
と

信
じ
て
延
々
と
続
け
て
き
た
こ
と
で
も
、
二
度
の
失

敗
を
秘
に
冷
静
に
分
析
・
反
省
し
て
、
モ
ノ
カ
ル
チ

ャ
ー
の
弱
点
を
見
切
り
、
舵
を
さ
っ
さ
と
切
り
替
え

た
こ
と
で
あ
る
。

州
有
林
や
私
有
林
に
お
け
る
針
広
混
交
林
化
は
、

暴
風
雨
被
害
に
よ
っ
て
結
果
的
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
大
餓
に
発
生
し
た
倒
木

跡
の
空
地
が
、
ブ
ナ
・
ナ
ラ
な
ど
落
葉
広
葉
樹
の
植

栽
や
ト
ウ
ヒ
の
犬
然
更
新
を
促
進
し
、
一
気
に
混
交

林
が
広
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。
た
だ
、
忘
れ
て
な
ら

な
い
の
は
、
ト
ウ
ヒ
の
一
斉
林
が
失
敗
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
や
み
く
も
に
広
葉
樹
を
植
え
て
い
る
の
で

は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
土
壌
や
光
環
境
、
植
栽
密
度
．

③
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ト
ウ
ヒ
林

ど
の
針
葉
樹
林
よ
り
も
、
ブ
ナ
・
ナ
ラ
の
落
葉
広
葉

樹
林
が
好
き
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
と
き
は
、
正
直

驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
僕
に
は
、
シ
ユ
バ
ル
ッ
バ

ル
ト
の
「
黒
い
森
」
を
好
ん
で
歩
く
印
象
が
強
く
て
、

あ
あ
い
っ
た
ト
ウ
ヒ
や
モ
ミ
の
針
葉
樹
林
が
よ
り
好

き
な
の
か
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
写
真
③
）
。

け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
バ
イ
エ
ル
ン
州
で
は
、
口

本
人
が
下
層
の
少
な
い
コ
ナ
ラ
林
を
好
む
の
と
似
た

感
性
で
、
森
林
景
観
を
と
ら
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る

（
写
真
④
）
。

確
か
に
、
北
村
氏
は
「
森
林
と
日
本
人
」
で
、
シ
ユ

バ
ル
ッ
バ
ル
ト
で
は
モ
ミ
が
、
北
ド
イ
ツ
で
は
ブ
ナ

が
好
ま
れ
る
と
し
て
い
る
し
、
菅
原
氏
は
「
遠
い
林
．

近
い
森
」
で
、
ド
イ
ツ
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は
ト
ウ
ヒ

の
一
斉
林
施
業
か
ら
、

一
つ
の
有
機
体
と
し

て
の
森
林
創
造
を
Ｈ

指
そ
う
と
し
て
い
る

と
書
い
て
お
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
近
年

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ト

レ
ン
ド
と
な
っ
て
い

る
農
地
の
森
林
化
な

ど
に
見
ら
れ
る
、
森

林
面
積
の
増
加
傾
向

④
ド
イ
ツ
人
が
大
好
き
な
、

ナ
ラ
・
ブ
ナ
林

は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
顕
著
で
あ
り
、
草
地
や
畑
に

広
葉
樹
を
植
え
て
い
る
風
景
を
よ
く
Ｈ
に
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
森
林
を
開
発
し
て
宅
地
化
す
る
と
か
リ

ゾ
ー
ト
施
設
を
作
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
発
想
自
体
が
な
い
。
伐
採
跡

に
は
必
ず
植
林
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
都
市
周
辺
部

で
は
緑
地
確
保
の
た
め
に
、
都
市
計
而
と
植
林
の
義

務
な
ど
の
制
度
が
き
っ
ち
り
連
携
し
て
い
る
。
森
林

は
宅
地
に
比
べ
、
土
地
の
評
価
額
が
ず
っ
と
低
く
抑

え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
間
定
資
産
税
も
少
な
く
、
相

続
時
に
森
林
を
手
離
す
心
配
も
な
い
。

ド
イ
ツ
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
た
ち
は
、
今
で
も
市
民

か
ら
厚
い
信
頼
を
得
て
い
る
よ
う
だ
。
森
林
施
策
に

つ
い
て
は
彼
ら
が
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
り
、
計
画
立

案
に
市
民
が
参
加
す
る
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
彼
ら
は
プ

ロ
と
し
て
の
研
鍛
を
し
っ
か
り
と

重
ね
て
い
る
。
例
え
ば
、
混
交
林

や
広
葉
樹
林
施
業
な
ど
研
究
的
位

置
づ
け
の
専
門
グ
ル
ー
プ
が
い
く

つ
も
あ
り
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は
そ

れ
ぞ
れ
自
主
的
に
参
加
し
な
が
ら
、

技
術
を
身
に
着
け
現
場
へ
応
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
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バ
イ
エ
ル
ン
州
農
林

省
の
エ
ル
ル
ベ
ッ
ク
氏

の
オ
フ
ィ
ス
で
、
僕
は

大
き
く
二
つ
の
こ
と
で

認
識
を
新
た
に
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
一
つ
は
、

近
年
に
お
け
る
森
林
施

策
の
大
幅
な
転
換
に
つ

い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
二
百
年
間
と
い
う
長

期
に
わ
た
り
、
持
続
的

に
続
け
て
き
た
ト
ウ
ヒ

の
一
斉
人
工
林
の
造
成

を
や
め
て
し
ま
お
う
と

い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
ｌ
’

て
代
わ
り
に
、
ブ
ナ
や
ナ
ラ
な
ど
落

葉
広
葉
樹
を
加
え
た
針
広
混
交
林
施

業
を
職
概
的
に
展
開
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
の

ド
イ
ツ
人
の
森
林
に
対
す
る
嗜
好
の

調
査
結
果
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
人
々
は
ト
ウ

ヒ
な
ど
の
暗
い
針
葉
樹
林
よ
り
も
、

ブ
ナ
・
ナ
ラ
の
明
る
い
落
葉
広
葉
樹

１
１
１
お
よ
そ
倍
の
四
剤

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
私
有

林
に
お
い
て
も
、
針
広
混
交
林

化
の
た
め
の
補
助
金
を
手
厚
く

し
て
お
り
（
全
休
で
お
よ
そ
七

千
万
マ
ル
ク
）
、
混
交
林
に
し
な

い
場
合
や
、
混
交
林
化
が
失
敗

し
た
場
合
は
袖
助
金
を
返
済
さ

せ
る
と
い
う
厳
し
い
措
置
も
取

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
施
策
転
換
の
背
景

D19世紀末の広大な森林被害の復旧作業

林
の
ほ
う
を
好
む

と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。さ

て
、
ま
ず
針

広
混
交
林
化
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、

州
有
林
で
は
森
林

の
将
来
像
に
具
体

的
な
目
標
数
値
を

掲
げ
て
い
る
。
現

在
お
よ
そ
針
葉
樹

八
割
、
広
葉
樹
二

割
で
あ
る
の
を
、

広
葉
樹
を
、
そ
の

に
は
、
十
九
世
紀
末
の
蛾
の
大
発
生
お
よ
び
大
嵐
に

よ
る
被
害
、
さ
ら
に
そ
の
百
年
後
の
暴
風
雨
に
よ
る

壊
滅
的
な
打
撃
が
あ
る
。
加
え
て
、
ロ
シ
ア
を
中
心
に

安
伽
な
針
葉
樹
材
が
大
還
に
入
っ
て
き
て
、
ト
ウ
ヒ

の
材
価
が
ず
っ
と
低
迷
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
大

き
な
圧
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
国
民
の
広
葉
樹
林

や
混
交
林
へ
の
保
養
的
利
用
期
待
の
高
ま
り
で
あ
る
。

今
か
ら
百
年
前
の
一
八
九
○
年
代
に
、
ニ
ュ
ル
ン

ベ
ル
ガ
ー
帝
国
林
で
は
蛾
の
大
発
生
に
よ
り
一
万
鯵

が
裸
地
と
な
り
、
ま
た
エ
バ
ー
ス
ベ
ル
ガ
ー
で
は
蛾

お
よ
び
大
嵐
の
た
め
に
、
森
林
の
三
分
の
一
が
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
た
（
写
真
①
）
。
さ
ら
に
、
そ
の
百

年
後
の
一
九
九
○
年
に
は
、
大
暴
風
雨
に
よ
り
、
州

有
林
に
お
い
て
百
数
十
万
立
方
脚
が
被
害
を
受
け
る

こ
と
と
な
る
（
写
真
②
）
。
苦
労
し
て
植
栽
し
て
百
年

。
苦
労
し
て
植
栽
し
て
百
年

た
が
過
ぎ
、
立
派
に
成
林

ユ
し
て
収
穫
間
近
に
な
っ

識
た
矢
先
に
甚
大
な
損
害

嘩
を
被
る
と
い
う
、
過
酷

を跡
な
歴
史
が
二
度
も
繰
り

害癖
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

銅
誇
り
高
き
ド
イ
ツ
の
フ

函
オ
レ
ス
タ
ー
た
ち
の
無

０”
念
さ
は
、
い
か
ば
か
り

②
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
と
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他方，天と地といえば，ゲーム
|箕輪光博の5時からセミナー2 狂はまず「碁」を連想する。碁盤

の中央は「天元」であり，隅や辺

は｢地｣である。現在，札幌で｢字

一人の知恵宙棋院』を'洲i篝れている泥繼先
生こと，尚橋延満先生は，砦いこ

ろから9｢発展方向は中央,天元で

｜かつて，林学科に理学部物理学専IIIjとする先生と，地球上でブナある。石は天うじに向かって打て。

:科から学-I言入学してきた,ある鴬の犬然林をｲll手としている先生のこれは,森林施業に等しく通じる
｛生がいた。面接を終わって彼氏日間には，文γ:辿り「天地」の差がことだ」と主張されていた。ここ
｜く｡｢林学の先生は皆優しい方ばかある。にも，天と地をつなぐもうひとつ

Iりですね。理学部の先生とは全くしかし，10年ほど前に，この天の「ゲーム知｣，「施業知」がある。

I雰岡気が違います｣｡試験のやさし地の差を埋め,犬と地をつなぐ理いずれの場合も，天が地に,地が
Iいこともさることながら，彼は，論の存在することを知って感激し天になるという万物の「流転の法

;何よりも先生方の優しい人柄に強たことがある。それが槌田敦氏の則」を介して，さまざまな生命や
Iい印象を受けたのである。同様のr水循環｣の理論である。地球上の形が形成されていく。どの樹群を

’ことを，いろいろな部署を渡り歩すべての生き物，土などが火気循残し,どの樹群を伐採するか,どの
Iく龍務方から耳にすることがある。環を通じて低エントロピーを保つ石群を大切にし，どのｲ胃i群を総て
I彼らのイメージの中では,林学のているとするこの説は，イオニアるか，これらの判断は樹群(石群）
｜先生は牛や馬，羊などの草食動物の自然哲学の現代版であり，自然の強弱，聡電，多様性，発展性，
|に限りなく近い存在である。これ哲学のillとされるタレス（万物は合自然性,合継済性などの基準に
Iを前同の言葉で言い表せば，理学水からなるという説）もさぞかし韮づいてなされる。その結果とし
I部の先生は実であり，林学の先生大満足であろう｡ここには,正常なて，生命力と生産力に富む森林，
｜は虚であろう。実際，天体物理を「循環･虚実」関係が存在している。碁が出来上がる｡私は現在,「資源

一勺

q統計にみる日本の林薬ウ

スギ供給量の推移
スギの供給量および製材用素材に占める割合

わが国の用材の需要雌は，平成

元年以降,1"1千万nf前後と横

ばいで椎移しており，平成6年は

丸太換算で1"932mﾘとなった。

また，用材の供給鰍をみると,IEI

産材は減少傾向で推移しており，

平成6年は前年に比べ4％減少し

2,448万㎡となった｡一方,外材は

円高の進行等から増加傾向で推移

しており，平成6年は前年に比べ

3％増加し8,484万nfとなった。

この結果，．､'た成6年の用材の自給

率は22.4％となり,前年に引き続

いて減少した。

わが国の主要な造林樹種である

スギの供給状況をみると，国産材

全体の供給城が低下する!''にあっ

m3
国
産
材
の
製
材
州
素
材
に
占
め
る
ス
ギ
の
割
合

％
５

０

５
０

一
切

一
ゞ
⑥

０
劃

‐
Ｊ
Ｏ

Ｊ
５９ その他！)‘15

”『王穎

弾強檸r…F
9()(）

857
854

83s

別
㈹
馴

伽
（
〉
向
氏
〉
一
Ｊ
Ｏ

ス
ギ
の
供
給
最

国一向軍

913

870 864
製
材
用

849
8328羽822

811810

768
70(） 751

650

昭和6(）61 63平成元2 7（年）62 ｛ ５’ ii

資料↑腱林水雌禰「ｲ<材需給報告‘if」
油）：､ド成711:d)IIIIは速報価

－｡
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保全論入門一手談(碁)の論理｜

を介して」という講義名で，東｜

大教獲学部で碁を教えている。｜
黒と白を，針葉樹と広葉樹，人i

と森，現世代と将来世代，南と｜

北などにたとえれば，読者は碁｜
の有する普遍性を了解されると

思う。碁は孤立した一人の知恵

ではない。4千年の歴史を有す

る対話・手談（競争・戦い・調

和）の世界である。

今回は戒めとして，山本常朝｜

(葉隠)の次の一節をもって締め’

くくりとしたい｡｢我が知恵一分

の知恵ばかりにて万事をなす故，

私となり天道に背き，悪事とな’

るなり。脇より見たる所，きた｜

なく，手よわく，せまく，はた｜
らかざるなり。（中略)…一人の｜
知恵は突っ立ちたる木の如し｣。｜

天道に地道を加えてほしかった！

(蛇足)。

(東京大学大学院

農学生命科学研究科)I
-.-.-.-.--..__､---_._._.__-__._______j

て，スギの供給量は戦後植栽され

たものを中心に昭和60年から増

加に転じた｡昭和62年から平成4

年にかけて800万nf台で推移した

後，平成5年，6年には900万m3

台に増加した。平成7年には前年

に比べ5％減少し，897万㎡とな

っている。

また，国産材の製材用素材に占

めるスギの割合は増加傾向にある。

平成7年は前年に比べ0.8ポイン

ト増加し，53．2％となっている

(IXI参照)。

スギの供給力は，資源が成熟す

るにつれて，一般材を中心に高ま

っていくものと見込まれる。この

ため，供給体制の整備とともに，
い

木材の長所，特性を活かした木材

利用を推進することが喫緊の課題

となっている。

雑感。私見

先日，新木場にある「東京木

材埠頭」に行く機会を得た。年

間取扱戯130万m3を超える世界

最大級の製材専用埠頭である。

ちょうど6万t級の木材運搬船

が接岸し，陸揚げ作業が行われ，
大型トレーラー，フォークリフ

トが所狭しと動き回り，躍動感

あふれる構内風景であった。

わが国の年間木鶴譲量は’
億’千万㎡で，そのうちの約8

割を輸入している。わが国の木

材Ⅲi格はこのよう繊稀入材のmli
格動向により左右ざれている。

近年は円高も加わり，蔓期にわ
たり材価が低迷する濃ど，わが

国林業は経済的に厳じい状況に
侭かれている。

林業収益性の低下は林業経営

体の経営意欲を減退させ，林業
生産活動の低下をもたらしてい

る。現在，日本林業の活性化の
ため種々の対策が講じられてお

り，先の国会ではこの決め手と

して林野三法が成立したところ

である。

視点を変え,林業技術謬面か
ら林業活性化について私見を言

森称施

および

入によ

と，の

う。

わせていただければ，①

業技術を充実すること，

②高性能林業機械等の導

り生産性を向上させるこ

2点が重要でないかと思

森林施業も近年，多様

められており，皆伐。再

森林施業も近年，多様化が求

められており，皆伐。再造林の

ほか長伐期施業や複層林施業等

が進められているが，林業技術

者は自信と責任を持って森林施

業に当たるべきである｡森林経

営者は，生産目標を立て森林施

業を行うに当たって，製材工場

等の需要者ニーズを踏まえるこ

とが重要である。

ブラジルでは，林業経営者と

需要者であるボードメーカーが

協定してパルプ材生産を目的と

41

…

鶴繕溌議|篝蕊溺’

したユーカリ造林が盛んに行わ

れていると聞くが，わが国では

伐期が長く，経済変動の長期的

な見通しが不透明である限り適

地・適木で一般材生産を目的と

した施業にならざるをえないと

思うが，需要者のニーズに合っ

た供給を行う努力が必要と思う。

人工林施業の場合，植栽後の

10年間の労働投下量が全体の

7割を占めており，このため機
械化等による育林コストの縮減

に努める必要がある。林業の機

械化は，林業労働力の減少，高
齢化に対応するとともに労働強

度の軽減を図るための重要課題

である｡現在,約1,200台余りの

高性能林業機械が導入されてい

ると考えられるが，その実態は

単体での使用が多く，作業シス

テムが確立されているとは言い

難い。また，国有林の登録事業

体には高性能林業機械を導入し

ているものが比較的に多いが，

国有林の請負生産における高性

能林業機械の使用は2割にも達

していない。

森林施業が，前述したように

多様

械も

した

した

小姻

化しており，高性常尉氷業機

多様化した森林施業に合致

ものでなくてはならない。

がって，日本オリジナルの

・軽量・高性能の機械の開

発・導入とその作業システムの

確立に努力しなければならない。

近年，漁業関係者が各地で造

林を行っている話題や，森林整

備のボランティア活動など，国

民参加の森造りや，人工林の多

くが初期の保育段階を経過し，

森林資源が着実に成熟してきて

いるという明るい材料もある。

林業活性化のため林業技術者の

果たすべき役割は大きいと痛感

する。（枩）
（この柵は編集委員が担当しています）

林業技術NC6531996．8



42

では，森林が生み出す環境と人間

社会との結びつきが詳細に述べら

れる。ここまでは講義のr知識」

の部分に|;II当する。Ⅳ,V章は人

間にとっての森林の特徴とilli値に

ついて，そして環境科学の性格に

ついてどのように考えるべきかの

著者の考え方が主張される。これ

は識義の「情熱」の部分である。

最後に,H本文化とマツ林をテー

只木良也著

I 剛
。」

本の紹介

森林環境科学
i廊林原境f:膨

塊唾
■

,IIIIII

illllll

illllll
illllll

Rn垂屈

１
１

㈱朝倉書店

東京都新宿区新小川町6-29

a03(3260)0141

1996年2月15日発行A5判,165頁

定価3.296円（本体3200円）

発行

〒162'’
'’
'1

マにした話が付け加えられている。これは,著者,只木良也氏(名

古屋大学教授）の大学での識裟

ノートを下書きにして作られた

本である。大学教官にとって，

講義ほど大切で実力が試される

場所はほかにない。したがって，

識義ノートは教官の刺i鮒と魂で

ある。良い講義の3条件は，（1）

正しく盤かな知識・事実が詰ま

っていること(知識)，(2)話の筋

道が真っすぐで、聞き手のしべ

ルに合い，わかりやすいこと（伝

達),(3)教官に熱く若々 しい情熱が

あり，聞き手にある極の感動を与

えること(情熱)，である。この本

はこれらの3条件がバランスよく

整理されて，より広い読将向けに

作られている。

序章として，森林と環境に関す

る基礎知識が説明され,II章は大

気，土壌，立地，季節にかかわる

環境の仕組みが紹介される。m章

||本の歴史と身近な暮らしの'.|!で

見られる自然の例として，古代以

来の生活材料に使われたマツ，農

耕の方法，用語や物語に見られる

マツを取り上げ，日本人との問い

絆が語られている。

著者は，森林研究における喋境

科学としての視点の必要性を強調

し，それが森林科学として発展す

ることを期待している。しかし，

とした農1.11村活性化の一方錐とし

て有望であるに違いない。最近の

国の施策を見ても，「官活｣リゾー

1､と呼ばれることもあるように，

林野庁の「山村で休暇を」の事業

をはじめとして他の省庁もグリー

ン・ツーリズムヘの支援を強めつ

つある。したがって，現在過疎化

や農林業の衰退に悩む農山村は，

これに大きな期待を寄せるのは当

然のことといえよう。

本普は，こうした状況を背最に，

着手され始めてまだ日が浅いグリ

ーン・ツーリズムについて，①だ

れのための事業か，②地域の主体

性や内発性が貫かれているか，③

農林業など地域の基礎産業との結

合が図られているか，④環境保全

への取り組みがなされているか，

を基本的視点にして，高知県の梼

原llll.・大川付，岐阜県の白川村・

荘川村，清見村・高根村，長野県

の開田村を主な対象にして実施し

依光良三・栗栖祐子著

グリーン･ツーリズム

の可能性

発行：㈱日本経済評論社
〒101東京都千代田区神剛神保I1113-2

通03（3230）1661

1996年6月15日発行四/六判,212頁

定価1,854円（本体1,800円）

I ｣本の紹介
一一

鰯
離
窪
鍾
確
黙
瞬

一一W

r鼎欝ぞ。

に，地域資源を生かした滞在型観

光を地域が主体となって展開する

ことを基本としている。だから，

ともにふるさとを失い，緊張と疲

労にさいなまれ，自然やゆとりや

安らぎを求めてやまない都市住民

のニーズの高まりへの対応である

とはいえ，農山村に及ぼす影響や

効果は大きく災なる。

前者では「民活」の名の下で資

本の論理が優先するのは避けられ

ないが，後脅は理念どおりに推進

されるならば，都市との交流を軸

ひところ鳴り物入りで騒がれ

たリゾート開発のブームは，バ

ブル経済の崩壊とともにすっか

り色あせ，代わって今，グリー

ン・ツーリズムが脚光を浴びて

いる。

11j者を比較すれば，前脅は総

じて巨大資本によるゴルフ場・

スキー場・ホテル・別職地・レ

ジャーランドなどを中心とする

大規模開発が主流をなしていた

のに対して，後者は一・般に，股

山村のあるがままの自然を舞台

林堆技術No.6531996．8
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それは伝統的な林学の本来の思

想であることも念を押している。

この本は読みやすい。章と節，

小兇出しが秩序よく組み立てら

れ，各ページに挿入された写真

や図表は読者を退屈させない。

著者の主張が随所に兇られて面

白い。したがって，森林をこれ

から勉強する若い読者にちょう

どよいが，すでに森林を専門の

仕事としている人々にとっても，

森林のⅢi値を考え，スッキリと

整理するのによい本である。

最後に，只木氏は森林研究の

世界の3大名文家として，その

文章力には定評がある。わかり

やすく，読まれる本を出版する

ことは森林研究者の仕事である

ことを，この本を読んであらた

めて感じた。

（來京腱工大学／木平勇背）

林政拾遣抄

横
川
山
の

山
定

写真①水源にある水神様

I平成7年に｢水源の森100選」

(林野庁選)に選ばれた，長野県

岡谷市にある繊川lll水源の森を

訪れた。この山は諏訪湖に流入

する天竜川水系の横河川の上流

にある森林で，江戸時代のころ

は6力村の入会lllであった。現

在では横川II1運営委員会ほか，

元の関係者で所有されている。

適地は官行造林砺業や保安林改

良・整備事業等でほとんど植林

されている。

検川山は職河川の水源で，古

くから下流の岡谷市民に飲み水

や農業用水を供給した。しかし

常に氾濫し土砂を流す暴れ川で

もあったため，山の荒廃を防ぐ

管理が江戸時代からも厳しく続

けられてきた。当時は関係6力

村の各村役人が|||総代となり，

｢111定」（やまさだめ）を制定し，

持ちl''lりで榊哩に当たった。山

定とは入会II1の利川符理規定で，

ここでも刈敗・山のnl|mHや利

用の仕方，あるいは野火をIIうめ

る防火線の規定等が定められて

いた。違反者は1年間干し草，

薪の採取が禁止されるとか，両

隣は3日間の「山留」（やまど

め，利用禁止措置）とするなど

の重罰が科せられていた。

江戸時代の農民にとって横川

山は生活の基鵬である草や薪の

生産地で，「山定｣は村の恋法と

して遵守されていたが，明治以

降，岡谷の製紙業が発展し燃料

としての薪，炭の需要が急咽し

てから規制が緩み，森林の伐採

も進んで|｣Iは荒廃した。上記の

植林はその伐採跡地を治山事業

により植林したのである。

森林が豊かになった現在では

土砂災害もなくなり，水も豊か

で岡谷市民が利用する水道水の

65％を供給している。訪れたと

き，水源地の一角に水神様（写

真①）が祭られていた。周囲に

柵を巡らし，しめ繩を張り，御

神酒が供えられていた。また住

民たちによって入山規制（写真

②）も行われていた。それもこ

れも横川山の恵みに感謝し，2

度と山を荒らすまいとする人々

の心の表れである。人々の願い

のとおりに横川山がいつまでも

緑豊かな水源の山であることを

祈りたい。

（筒井辿夫）

訂
Ｉ
別
Ⅲ
皿

I

た克明な実態調査の締果を相互

に対比しつつ，適切にまとめて

いる。

もとより，調査対象地域の立

地条件や産業描造は異なるし，

都市サイドからのアプローチの

仕方にも差が兇られる。グリー

ン・ツーリズムに取り組む動機

や背景なども違えば，行政や地

域住民の対応，特に内発力の度

合も同じではない｡叫1然,当面す

る課題や展禦についても一律に

論ずるわけにはいかない。とい

うより，本書の真111iはこうした

多様な具体的事例をリアルに分

析している点に求められる。本

書の題名に掲げる「グリーン・

ツーリズムの可能性」を探る課

題は，今日きわめて緊急である。

時宜にかなった好著といえよう。

(明海大学不勤産学部／森巌夫）
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⑫東京大学
⑬三重大学

⑭愛媛大学
⑲高知大学
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⑬三重大学生物資源学部森林資源学・利用学講座

〒514三頭県津市上浜IIII1515

TEL.()592-32-1211FAX.0592-31-9517

．大学院＝博士前期課程･森林資源学専攻(定員10名）

と博士後期課程・生物圏保全科学専攻(定員4名)とが

ある｡上記,後期課程の院生定員には森林関係以外の定

員を含んでいる(IH林産関係は別の専攻)。

◎学部の講座･研究室等＝森林資源コースは,現在収容

人員50名,教官現員18名であり,森林資源学識座と森

林費源利用学洲座(旧林産系)から構成されている｡学

部学生は,2識応に別れた後,3年後期から,以~ドの7

研究室に所屈して卒業研究を行う。

＊森林育成学研究室＝樹木の休眠・成長磯構に関する

研究,亜高III帯性常緑針葉樹林の更新に関する研究。

＊森林計画学研究室＝森林の成長モデルと森林資源の

管理,および森林資源の調査と評価に関する研究。

＊森林社会学研究室＝森林と人間の社会学,山村の社

会経済幟造に関する研究,林業の経済的研究。

＊山地保全学研究室＝I.'|地流域の水文･地文現象,およ

び森林環境と斜面の保全,リモーI､センシング。

＊森林利用システム学研究室＝資源生産機能ｲﾘ用，

風致景観･保健休養および森林作業システムの妓適化。

＊木質資源工学＝木材および木質材料の物性,木質新

素材の開発,木質描造の椎造耐力と居住性の研究。

＊木質資源化学＝植物梢成成分の化学構造や機能の解

明,新素材の分子設計と誘導のプロセスの研究。

◎関係施設＝付屈演習林450ha(三重県一志郡美杉

村)。

◎社会人入試枠＝学部,大学院前期・後期ともにあり。

－開職科目(三重大学森林資源学コース)－

●学部必修科目･…生物溌源育成学,環境･生態学慨総,生物生雌工
学概論,生物化学概論.卒業論文｡●コース基礎科目･･･森林系数
学,大気科学、Iwと水の力学,植物素材有機化学,植物生理学,森林

植物学,応用地蘭学,科学英語｡●コース必修科目…森林凌瀕学概
論,森林資源利朋学概論,;篠林育成裳森林育成学実験,繰林計測

学,森林情報処理学.森林社会学,測量学I.測量学実料I,砂防工
学I,森林利川システム学,林業磯械学,森林利朋システム学実

習.木材物理学1，木材解剖学,木材解剖学･木材物理学実験l,*

材加工学,木闘髄源化学,木材化学実験1,木質賛源化工学1,"
習林実習I(I1),木材解剖学・木材物理学実験11,木材化学爽験

11｡●コース選択科目…樹木生理学,森林生態学,森林環境系論，
緑地育成学,森林上壌‘Iを,森林育成学実習,樹病学,自然公剛愉,森
林昆虫学,森林計l斯学,森林猟境評価学,森林計測・31画学実習,森

林政簸学,森林社会学減習,森林制陛論,森林邸境保全iili,il1l11'畔
11､測踏学実柳11.線林水文学,渓流工学砂防工学11Ilu"

⑫東京大学農学部

〒113束京都文京区弥生1-1-1

TEL.03-3812-2111FAXO3-5689-3845

．大学院＝腱学生命科学研究科森林科学専攻(定員28

名)として森林生命環境科学大講座(造林学専攻分野，

森林植物学専攻分野,森林動物学専攻分野),森林資源

潔境科学大誠座(森林経理学専攻分野,林政学専攻分

野,森林利用学専攻分野,森林理水及び砂防工学専攻分

野,森林風致計画学専攻分野),森林生態社会学大誰座，

また,附腕淡習林の協力大講座として森林生態|贈|管理

学大識燦がある｡関連専攻,学内共同利用施設として，

応川動物科学専攻(高次生体制御学大識座),アジア生

物資源環境研究センター(生物資源開発大部門,生物環

境評lilli大部門)がある。

◎学部＝腱学部の教育体制は課程・専修制となってい

る｡今11の主要な学問体系に沿って分けられた応用生

命科学,生物環境科学,生物生産科学,地域経済･資源科

学,獣医学の5課程があり,各課程には4～7の専修が

設蹴されている｡森林科学の専修は,後記するように応

川生命科学,生物環境科学,生物生産科学の課程にそれ

ぞれ設悩されている｡教養学部から農学部への進学に

際して,学生はいずれか1つの専修を選択し,進学は実

験,実習を行う9つのグループ(類)ごとに行われる。こ

のうち3類(定員25名)が森林生物科学専修(応用生命

科学課程),森林環境科学専修(生物環境科学課程),森

林資源科学専修(生物生産科学課程)の3専修から幟成

されている｡そのほか9類には国際開発股学専修があ

り,森林科学専攻の教官も指導にかかわっている。

◎関係施設＝附属演習林。

－開講科目(東京大学)－

●課程専門科目･･造林学,森林植物学,森林動物学,森林生態生
理学,樹木学,樹木陵学,林木育穂学,集団遺伝学,野生勤物櫛理
論,森林生態学,森林保全学,森林風景計画学,森林制･画学,緑林保

護学,緑林上壌学,森林水文学,砂防工学,景観解析,レクリエーシ

ョン計両論,自然保護論,森林経理学,森林政策学,森林蝋境経済
学,森林利朋学,森林土木学,森林リモートセンシング,森林計測
龍森林秤価学,森林資源舞済学,森林社会学,国際森林学,森林生

産I琴,森林機械学,林産学汎論｡●専修専門科目.｡…森林植物学
実験,森林動物学実験,造林学実験,森林保全学実習,森林風景計

両爽謝,練林計画学実習.森林政策学液習,森林利用学実習,森林
土壌学実験,森林経理学実習,環境設計淡習､測硴学実習,森林計
測学突洲,森林上木学実習,卒業論文。

注）．課程ごとに指定されている。
’蝋専修ごとに指定されている。
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⑭愛媛大学農学部生物資源学科

〒790松1I1市樽味3-5-7

TEL.089-946-9867FAXO89-977-4364

◎大学院＝農学研究科修士課程生物生存環境学専攻

(森林資源学講座,ほか2講座)｡なお,博士課程として

愛媛大学大学院連合農学研究科が設置されている。

◎学部の講座・研究室等＝今年度から,教養部廃止,学

部改組により,生物資源学科は4大講座,7専門教育コ

ースに編成された｡森林資源学専門教育コースは,次の

7研究室から成る。

＊森林資源生物＝森林の生物過程の解明と,資源保謹

技術開発の基礎理論の研究。

＊森林資源利用システム＝森林資源材料の多面的な特

性開発と持続的循環利用技術のシステム化。

＊流域・森林環境制御＝森林生態系の持つ環境保全機

能の解明と流域管理技術のシステム化。

＊森林資源論＝森林資源学の原諭・森林の適正な利用

方法の解明・世界の林業。

＊森林資源計画＝森林の機能を最高度に発揮させるた

めの管理・経営・計画のあり方。

＊環境緑化工学＝山地保全機能の解明と自然環境・生

活改善のための緑の再生・創造技術のシステム化。

＊地域防災地質＝森林を育む基礎地質とこれに関連す

る自然災害防止の研究。

＊他コースで教育,研究に関連する研究室として,森林

政策(資源･環境政策学専門教育コース),森林資源利用

化学(応用生命化学専門教育コース)がある。

◎関係施設＝附属淡習林(松1I1市大井野川)。

◎社会人入試枠＝あり(修士課程)。

◎3年次編入学,研究生,聴講生制度＝あり。

－開講科目(愛媛大学森林資源学専門教育コース)－

●必修科目･･森林生態学,造林学,木材細織学,木材物蝿学,流域
環境保全学,治山・砂防学,森林経常計而学I,森林計測学,森林資

源論森林資源利川化学,木材化学1.森林政策学,林業経済諭,測
量学,測篭学淡押実群,森林測竝学,森林測鐘学淡習実習､森林澄

源学演習､森林資源学実践実習,卒業論文｡●選択必修科目･･樹木
学実科,森林植物学実験,造林学実習,木材基礎実験,木材物珊学
実験,流山・砂防学演習実習.森林工学実習,森林磯能計画学演

料､森林経営計画学実習,森林計測学減習実習,木材化学実験,森

林備報処理渡習｡②選択科目･･･森林土壌学,森林保護学,森林植物
学,生態系モデル諭林水育種学,集間遣伝学,森林資源材料学,4畠

物材料ﾉJ学,水質脳造諭,木質材料学,森林水文学,リモートセン

シング論,森林工学,風致･景観工学,生態系地理学,森林維悩計画
学II,森林航甕計測論環境緑化工学,防災環境地賀学樹木生化
学,基礎有機化学.木材保存化学.林業史､木材産業諭他。

'5

⑮高知大学農学部森林科学科

〒783高知県南匡I市物部乙200

TEL.0888-44-0111FAXO888-64-5200

◎大学院＝農学研究科修士課程森林科学専攻･定員11

名(森林資源学：造林学・林業工学・森林計測学,森林

資源利用学：森林経営学・木材理学・木材化学),生産

環境工学専攻(農林環境工学：砂防学)｡博士課程とし

て愛媛大学大学院連合農学研究科が設置されている。

◎学部の講座・研究室等=1992年の学科改組により，

旧林学科7講座のうち,防災林学が生産環境工学科に，

残りの6講座が森林資源学講座と森林資源利用学講座

に再編され,森林科学科の学生定員は35名である。

④森林資源学講座：＊造林学研究室＝森林土壌の保水

機能評価,森林における物質循環,森林生態系と地形要

因などの研究｡＊林業工学研究室＝林道の幾何構造評

価,林業機械の開発,森林作業による森林生産環境への

影響などの研究｡＊森林計測学研究室＝単木の年輪形

成管理のための施業に関する研究,兼業小規模林家の

経営モデルと新たな経営理念の構築に関する研究。

⑧森林資源利用学講座：＊森林経営学研究室＝流域林

業と産地形成,木材流通,林業労働力問題,森林開発と

環境保全などの研究｡＊木材理学研究室＝木材･木質材

料の物理的力学的性質,林木の成長と材質などの研究。

＊木材化学研究室＝紙パルプ製造法,バクテリアセル

ロース,天然殺嶬成分,木材保存の研究。

◎関係施設＝附属演習林(香美郡土佐山田町穴内)。

◎社会人入試枠＝あり(修士課程)。

◎研究生・聴講生(科I-|等履修生)=あり。

－開講科目(高知大学農学部森林科学科)－

⑬必修科目･･･森林科学概論,森林資源学概論.森林資源利用学概

論,森林生態学,樹木学実験,測職学,IHI実習,森林科学実習,森林

生産技術実習,森林科学専門実稗,森林科学演習,外il#講読,卒業
論文｡●選択科目…･造林学1.11,森林生態学実験森林植物学,森

林保護学,造林学特諭,樹病学,森林動物学,造園学,熱帯林業論，

森林測量学,同実稗,森林生産施設学,森林生産機械学,森林作業
システム学,森林空IIII'l･,¥綴学,同淡習,森林生産工学実験,伐1I1計

mi学,森林風致工学,森林作業環境学,森林測定学,同実習,森林計
mi学,|可演習,森林施業論,森林機能評価論,リモートセンシング，
側祇習,森林文化・レクリエーション論,森林資源学特諭,森林経

営学,同実習,森林費源諭,林業経済学,森林政策学,国際林産物市
場論,lll村地域計illi",剛際森林論,木材物理学I．Ⅱ,木材乾燥

論,木材加工学,木材組織学,水質資源工学I･II,木材理学実験，

水質成分化学I．Ⅱ､林産製造学1･11,森林資源化学特論,木材化

学実験,林産製造学実験,森林資源利用学特諭｡●その他の学科が

開講する主要な選択科目…生瀧環境_L学科？砂防学1･11,生物

演源科学科：林木育穂遺伝学,植物生理学。

＊先々〃号の本欄では,北海道大学,岐阜大学,静岡大学,信州大学を紹介しています(7月号は休戦)。

＊各大学の状況に応じ,紹介のスタイルが変わることがあります。
＊とりまとめにあたっては主に各大学支部幹事の皆様にご協力をいただいています。

林業技術No.6531996.8



l6

ここ．平成8年度(第19回)『空中写真セミナー』開催のご案内E二垂

目的：本セミナーは,空中写真を現在利用されている〃々や今後新たに

利用しようとされる方々を対象に,空中写真を効果的に利用するうえで必
要な実技や現地演習による実務中心の研修を行い,空中写真の高度利用に

よる諸施策の効率的な実施と経済社会の発展に寄与することを月的とし

て,㈱日本林業技術協会が実施するものです。期間：平成8年10月14
|-I(月)～18日閾の5日間。会場：細日本林業技術協会会議室(〒102束京

都千代田区六番町7)。研修人員：25名。参加愛:35,000円く研修

費・教材費･現地演習費(消費税込)等＞･ただし,セミナー参加のための交

通費,宿泊料は各自ご負担願います。申込み方法：平成8年9月18FIま
でに所定の申込書(当協会にあります)にご記入のうえ,棚|､|本林業技術協

会研修室あて送付してください｡なお,定員になりしだい締切となります

のでご了承ください。問合せ：当協会研修室(直迦窓03-3261-6545,担当
：小原)。主催：㈱日本林業技術協会。後援：林野庁･F1本製紙連合会。
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◎海外出張

7/7～20田畑参事,松本技師,7/

14～2O三澤理事長をセネガル

n1:コンサル契約・実施設計調査

のためセネガル国に派遣した。

7/10～20内村技術脂導役,西尾

課長を事前調森のためラオス国に

派遣した。

7/15～19鈴木理事,望月技術開

発部次長,林課艮代理を熱帯林管

理情報システム幣備事業のためフ

ィリピン国に派過した。

7/15～24梶垣課長,酷l｣l主任研

究員,田'二I主任研究員,7/15～23

鈴木航測部長,7/15～31久納課長

代理をムシ川プログレスレポート

説明・協議のためインドネシア国

に派遣した。

◎番町クラブ月例会

7/31,本会会議室において,全l」

本山岳写真協会理事長三木塵介氏

を講師として,｢森の写真の楽し

さ」と題する識演および質疑を行

った。

◎熱帯林管理情報センター関係業

務

7/5,鯵本会,平成8年度第1同

熱帯林管理情報システム盤備事業

調査等委員会を開催した。

◎技術開発部関係業務

7/4,鯵本会,平成8年度第1l'il

森林簿情報高度化調査委員会を開

催した。

7/23,鯵本会,平成8年腱第linl

終息型微害松林の検定手法の開発

調査調査委員会を開催した。

7/24,鯵本会,平成8年度第1回

酸性雨等森林衰退対策事業(森林

衰退動向調査事業)調査委員会を

開催した。

7/30,鯵本会,平成8年度第1回

森林被害に強い森林づくりの基礎

調査調査委貝会を|淵催した。

◎調査研究部関係業務

7/25,紗本会,r天然広葉樹林病

害虫対策調査｣第1回委員会を開

催した。

匡重室＝細日本林業技術協会支部連合会のお知らせ匡垂室蕊墨蕊

●東北森林科学会・日本林業技術協会東北奥羽支部連合大会…8月26日

(月)～27日(火),福島大学にて。●第47回日本林学会関西支部,日本林業技

術協会関西・四国支部連合会合同大会…10月8日㈹～9H",鳥取県立県

民文化会館(鳥取市)ほかにて。●大会日程･･･関東＝9/5～6,東京都ﾛ野

市にて｡中部＝10/5～6,岐阜大学農学部にて｡九州＝10/18～19,鹿児島市
にて｡北海道＝10/30～31,函館市にて。

。編集部

さざえのつぶやきこの暑いのに

なんだこれは／と思わずうなりたく

なるような代物が街中にはびこり，

不快指数を高めてくれている｡電話

をかければ,ビックリするほど熱く

なったテレカが返ってくるし,駅の

自動改札を通れば,定期券を渦ため

て？から返してくれる｡企業にとっ

ては合理的なのかもしれないが,こ

のために消費されるエネルギーや発

散される熱最の稜み重ねはいかほど

になるやら。（毛沢lll)

雑記

た｡話のついでで我がH林協硬式テ

ニス部が伝統？の,‘〈林対抗戦で念願

の初催勝｡蒋渋に耐えた15年,語る
も涙．．,えっ折角のオリンピックの

余訓に没っているときに水をさすな

って？ハイ！（平成の玉手箱）

お盆盆盆私のオヤジは東京都荒

川IX育ち｡枢勝したものの実家には

7月にお坊さんがやってきます｡カ

ミさんの実家は栃木喋益.j乙町｡文句

なしに8月｡わが家は埼玉県大宮術

植竹ll1l..8〃に帰省する人が多いた
めか,II1I1ﾉ1のお縦祭りはお盆の前後

どちらかに|｝M催｡お航のトリプルパ

ンチと奥パテで賊年ダウンー､｣前｡こ

れは休みをまめに取るしかありませ

ん｡仏様いわく，そんなに働いてん
の？そんな殺生な。(III遊亭明朝）

暑中お見舞い今はオリンピック

の真っ直中,醤いアトランタからの

中継もR本では真夏の夜の祭典と映

りつい夜更かしに｡サッカーでの対

ブラジル戦勝利の報せは一服の溝涼

剤としては効きすぎの感でありまし
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イイヅクシンを追え！
－森林は時空を超えて一
画／橋本陽子A5判48頁300円(〒190)
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林業労働壷嬢爆鑑
画＆A"…員…ﾛ画

1

林業労働力確保法Q&法働 確力 AQ
唇
一
》

林野庁林政部森林組合課監修/林業労働対策研究会編●A5判/166頁/定価1,900円(税込)/〒310

林業労働力を確保していくためには，その約9割が森林組合，素材生産業者等の事業体に雇用されて
いる労働者であることにかんがみ，林業事業体の育成等を通じた労働力噸騨輝が重要である。本書
は，林業労働力確保法について，政省令も含めて制度の全体を体系的に明らかにするとともに，その
背景や関連する施策も併せて、Q&A形式で平易に解説したものである。

ｉ
ｌ
林業・木材産業政策の基本方向業 本方業新たなた ●

林業・木材産業の再生への処方菫から林野3法へ－

ｉ
ｌ
ｌ

林野庁林政課・企画課監修●A5判|/256頁/定価3,000円(税込)/〒310

低迷を続ける日本の林業・木材産業の再生・活fi北のため，～行政とはどうあるべきか～林野庁長官
の識ﾛを冒頭に掲赦。林業経営，林業事業体，木材産業の課題と施策相互の有機的関係林業・木
材産業の発展方向を検討した｢新しい林業･木材産業政策に関する懇談会｣の報告書を掲載し,林業・
木材産業の現状・課題と林野3法案の関係を図表を用いわかりやすく解説した。

９
千
’

三
一
回 手施 画の手引

森林施業計画研究会編●A5判;/404頁/定価3,100円(税込)/〒380

森林施業計画制度のねらいは，個々の森林所有者が合理的な森林施業を計画的に実施することにより
安定的，持続的な経津鋤鴬の確立が図られさらに森林施業の協調じ機械化の推進等により地域林
業の振興発展に貢献し，国の調氷･林業施策細進上の効果を期待。森林所有者，森林・林業関係者が
本制度を十分理解し，現行の森林施業計画制度を理解するための解説書。
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HEXA7~UBE
（ヘキサチューブ）

★1本1本にかぶせて杭にとめるだけ

★鹿やウサギ・ネズミの食害はゼロ

★温室効果で成長は2倍

『
か
凋
且

HEXATUBEは東京農業大学赤井龍男博士の御指導

により当社が開発しました（実用新案特許登録済）

仁志緑化株式会社

〒598大阪府泉佐野市土丸1912番地

TELO724(68)0776FAXO724(67)1724
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あらゆる図形の座標・面積・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の

タマヤスーバーブラニクスβ

一
一

'一一可測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け
ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ニ
ク
ス
に
β
（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

いり痔町州Mxﾛ

暇幽嚇涯短…』角函睡竿牽函

’検査済み±0.1%の高精度

写興はスーパーブラニクスβの棚1(1iタイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に倣格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでごIIf入

されたときからすぐ±0.1%の高糒度でご使用になれます。

使いやすさとコストを
’コンビュタフレンドリィなオプションツール追及して新発売！
16桁小型プリンタ、RS232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス、各種専用

プログラムなどの充実したスーパーブラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパーブラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付今
標準タイプ……

プリンタタイプ

¥160.000

￥192．000
測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

〆 、
豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高峰スーパープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標、辺長、線長、

而職、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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タマヤ計測目ノコデム禰式会社

〒104東京都中央区銀座4－4－4アートビルTEL,O3-3561-8711FAX､03-3561-8719
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鱈
河原輝彦(森林総合研究所研究管理官）

鷲見博史(森林総合研究所木材利用部長）
垰田宏(森林総合研究所森休環境部植物生態科長）

執筆者

瀞
Ｆ
ｒ
Ｌ

《本書の特色》

●執筆者は，海外経験も豊富な斯界の権威●イラスト・

写真・グラフ等160点余を配したビジュアルなレイアウ

ト●最新の統計，資料により日本および世界の森林の現
況を概説●森林とはどういう生物集団か，樹木はどんな

生活をしているかなど，森林・樹木に関する知識を満載

●森林の働きと社会・地球環境との結びつきをわかりや
すく解説。

●定価1.000円(本体価格971円)，〒実費

●30部以上の場合は〒当協会負担いたします。

●子どもらしい,どうば？なぜ?に答えてくれる小学生向けの

瀞一小学生のための

森林教室一

小5の教科書には，森林は水をたあるのでしょう？木を植え，りつば
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くわえること，洪水や土砂くずれなに育て上げるまでには，長い年月と

どの災害をふせいでいること，人や多くの人手がかかること，そのため

動物が暮らしやすい環境をつくってにするいろいろな作業についても書

いること，などが書いてあります。かれています。それはなぜ必要なの

では，森林にはなぜこのような働きがでしょう？ハイツ．お答えします。
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●ご案内図書の活用法アイデア5

イベント担当の皆様へ…参加者へのおみやげの1つ

としてぜひ本書をご活用ください。一般への参加を

呼びかけるイベントが多い今，森林や林業の姿を楽

しく理解していただくのに最適な本です。

●
●

●B5判64ページ／カラー

●定価620円(本体価格602

円)，〒実費

●30部以上の場合は〒当協会

■
●
●

負担いたします。
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当協会事業部までどうぞ…丑(03)3261-6969FAX(03)3261-3044
ジ

●森林やｵ註木が私たちにと

ってどんなに大切かを教え

てくれる。

●小学校高学年～中学生向

けのやさしい教養書。
認W・壷も

森と木の貫問箱
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